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平成 24 年 7 月 10 日 
 
病院長 殿 
施設長 殿 
                  中国ブロック理学療法士会  

代表会長 福井 健一 
第 26 回中国ブロック理学療法士学会 

学 会 長 久保 高行 
 

学会出張��について（お願い） 

  
謹啓 
盛夏の候、貴職におきましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

平素より本会運営並びに本会会員の理学療法士に何かとご高配賜り深く感謝申

し上げます。 
 さて、このたび下記の通り、「第 26 回中国ブロック理学療法士学会」を開催

する運びとなりました。 
つきましては、貴職員          氏の学会出張に、格段のご配慮

をいただきますよう謹んでお願い申し上げます。 
謹白 

            
 記 

 
会   期：平成 24 年 8 月 25 日（土）～26 日（日） 
会   場：はつかいち文化ホール さくらぴあ 
      広島県廿日市市下平良一丁目 11 番 1 号 
学会テーマ：「理学療法士の臨床能力を問う 

～臨床 3 年そして 5 年、その後への飛躍に向けて～」 
 

【お問合せ先】 

公益社団法人広島県理学療法士会 事務所 

〒732-0052 広島市東区光町1-4-27-501 

電話：(082)568-5610  E-mail：chugokupt26@hpta.or.jp 
 大内田 友規（準備委員長） 
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第２６回 
中国ブロック理学療法士学会 

テーマ 
「理学療法士の臨床能力を問う～臨床３年そして５年、その後への飛躍に向けて～」 

 
 

会 期 平成 24 年 8 月 25 日（土）～26 日（日） 

会 場 はつかいち文化ホール さくらぴあ 

主 催 公益社団法人日本理学療法士協会中国ブロック 

担 当 公益社団法人広島県理学療法士会 

後 援 広島県 
廿日市市 
社団法人 広島県医師会 
社団法人 佐伯地区医師会 
特定非営利活動法人 廿日市市障害者福祉協会 
社団法人 広島県看護協会 
社団法人 広島県作業療法士会 
広島県言語聴覚士会 
社会福祉法人 広島県社会福祉協議会 
社団法人 広島県社会福祉士会 
NPO 法人 広島県介護支援専門員協会 
社団法人 広島県薬剤師会 
広島県病院薬剤師会 
公益社団法人 広島県放射線技師会 
一般社団法人 広島県臨床工学技士会 
中国新聞社 
NHK 広島放送局 
広島ホームテレビ 
広島テレビ 
中国放送 
テレビ新広島 
FM はつかいち 
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第 �� 回中国ブロック理学療法士学会 開催にあたって 

 

第 26 回中国ブロック理学療法士学会 

学 会 長 久 保 高 行 

                （医療法人日域整形外科クリニック） 

 
第 26 回中国ブロック理学療法士学会は、公益社団法人広島県理学療法士会が担当し、2012

年 8 月 25 日（土）～26 日（日）の 2 日間にわたって、はつかいち文化ホールさくらぴあ にて

開催いたします。このブロック理学療法士学会は中国 5 県持回りにての開催で、広島県では 6

回目の開催となり、ここ県西部開催地の廿日市市では初めての開催となります。 

本学会のテーマは、「理学療法士の臨床能力を問う」としてサブタイトルには～臨床３年そし

て５年、その後への飛躍に向けて～と中国ブロック会員諸氏にエールを贈る言葉を添えました。

この臨床能力は、知識・情報収集能力・総合的判断力・技能・態度から構成されているとされ、

この学会ではこれらの要素を鑑みて、その能力を磨き、会員諸氏の実力を確認・再考できる場に

したいと考えています。そして昨今の理学療法士の世界は急激な会員増により若い会員の比率が

増え、会全体として「臨床能力の質の担保」への対策が急務とされています。その為にも、若い

会員を指導する中堅理学療法士に対する支援も重要な取り組みであると痛感しています。 

それらを踏まえた上で本学会はこれら二つの要素を盛込み、まず特別講演では 「運動機能回復

のための臨床能力～歩行に対する認知神経リハビリテーションを通して～」と題して講師に宮本 省三

先生（高知医療学院 学院長）をお招きして機能障害からのお話をお願いしています。そしてシンポジ

ウムでは二つのテーマ、シンポジウムⅠ「在宅における理学療法士の Specialty&Professionalism」

（コーディネーター：坂口 暁洋氏  訪問看護ステーションみなみ）とシンポジウムⅡ「回復期リハビリテ

ーション病棟に必要のない理学療法士～他施設の取り組みを通して振り返ろう～」（コーディネーター：

大内田 友規氏  五日市記念病院）を企画し参加者皆さんと熱い討議をしたいと考えています。また

卒後教育セミナーではタイトルの如く会員皆の臨床能力をずばり再考する二つのセミナー、 

「チーム医療を成功させる この一手！～理学療法士だから できること～」（崎元 直樹氏 市

立三次中央病院） と 「 “こなす”理学療法士から“できる”理学療法士へ～急性期運動器疾患・変形性

膝関節症を中心に～」（島田 昇氏 広島大学病院）を提供する予定としています。 
また本学会での会員からの演題発表（指定演題と一般演題）では、演者・座長と自由にディス

カッションできる場を設けるなど工夫ある学会運営を目指し、参加者が期間中を一つの物語とし

て感じ自然と最後まで聴講したくなるような 2 日間にしたいと考えています。 

尚、学会場はゆったりとした幅の座席と木のぬくもりを生かした空間が特徴の県内最高級の施設

です。世界文化遺産・宮島の対岸で、より多くの会員の皆様の参加を心よりお待ちしております。 
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大会式次第 
 
1. 開会式 平成 24 年 8 月 25 日(土)  12：30～12：50  大ホール 
 

1) 開会宣言 第 26 回中国ブロック理学療法士学会       副学会長  仲地 本昭 
2) 挨  拶 第 26 回中国ブロック理学療法士学会         学会長  久保 高行 
3) 祝  辞  公益社団法人   日本理学療法士協会            会長    半田 一登 

 廿日市市                      市長  眞野 勝弘 
社団法人 佐伯地区医師会                  会長    松本 春樹 

 
2．表彰式 平成 24 年 8 月 25 日(土)  12：50～12：55  大ホール 
 

第 25 中国ブロック理学療法士学会 学会奨励賞 
   演題名 「健常高齢者と比較した TKA 後高齢者の転倒頻度と転倒危険因子について」 

博愛病院   松本 浩実    
 
3．次期学会長挨拶 平成 24 年 8 月 26 日(日) 12：30～12：40 大ホール 
   第 27 回中国ブロック理学療法士学会 学会長 
 
4．閉会式 平成 24 年 8 月 26 日(日)  17：00～17：10  大ホール 
   閉会の辞 第 26 回中国ブロック理学療法士学会 準備委員長  大内田 友規 

大 会 式 次 第
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会場アクセス 
 
 

※駐車場は数に限りがあります。可能な限り公共交通機関でお越しください。 

■交通アクセス■ 
【JR をご利用の方】 
JR 山陽本線「宮内串戸」駅から 
徒歩 15 分 
 
【広電宮島線をご利用の方】  
広電宮島線「廿日市市役所前(平良)」駅から

徒歩約 7 分 
「宮内」駅から徒歩 12 分 
 
【広電バスをご利用の方】 
広電バス「廿日市市役所」バス停 
徒歩 1 分 
広電バス「可愛」バス停 
徒歩 2 分 
 
【自家用車でお越しの方】 
五日市・広島方面からお越しの方 
西広島バイパスを廿日市市街・加計方面へ

降り、上平良交差点を左折して約 1km、陸

橋を降りてすぐ左折（串戸陸橋南）。 
 
山陽道廿日市 IC 方面からお越しの方 
廿日市市街方面へ進み、上平良交差点を右

折して約 1km、陸橋を降りてすぐ左折（串

戸陸橋南）。 
 
宮島街道（国道 2 号線）を使われる方 
「はつかいち文化ホール（さくらぴあ）」の

案内表示が出ます。 

さくらぴあ HP より引用 

会 場 ア ク セ ス
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会議室：ブロック定期理事会 

     生涯学習担当者会議 

     研修部会議 

リハーサル室：ポスター発表 

楽屋１： 

広島県理事、 

各士会長、 

鳥取県視察スタッフ、 

卒後教育セミナー講師

控室 

楽屋２： 

特別講演講師控室 

楽屋８：学会本部 

楽屋５： 

開会式来賓、 

シンポジストⅠ・Ⅱ 

控室 

喫茶アゼリア 

倉庫 

学会受付 

館内での飲食はご遠慮ください。 

館内は全館禁煙となっております。 

廿日市市役所7階のレストランはつかいちは営業します（25・26日両日とも12:00～14:00）。 

学会受付は、主出入口正面の階段から２Fにあがり、大ホール前ホワイエにて行います。 

 

 会場案内（さくらぴあ） 

楽屋４：託児室 

レストランはつかいちへ

ホテルへのシャトル 

バス乗降車場は、 

ロータリー付近です。 

大ホール１F客席

大ホール２F客席

小ホール

クローク 

談話スペース 

談話スペース 

会 場 案 内 （さくらぴあ）
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会場��の����内 
 

 

会場施設内・市役所 7 階のレストランはつかいちと会場施設内 1 階の喫茶アゼリアは、

営業します。ご利用ください。 
営業時間： 25･26 日両日とも 12:00～14:00 

さくらぴあ HP より引用 

会場周辺の飲食店案内
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ご参加の皆様� 
 
当学会は、会員証（Ｈ24 年 3 月発行の下記デザイン：緑色）による会員証明・参加受付･

ポイント管理を導入しております。当日は忘れずにお持ち下さい。 
※NICOS カード・楽天カードではありません。 
※当日登録・事前登録のどちらであっても忘れずにお持ち下さい。 
 
 
 
1． 参加登録について 
会員の皆様には事前登録(※1)を推奨しております。 
当日登録であっても登録費に差はありません。 
 
2． 参加登録費（学会参加） 

参加形態 事前登録・当日登録※1 
会 員（中国ブロック理学療法士会会員） ￥3,000 
会員外（他ブロック会員、他職種、一般の方） ￥5,000 
非会員（理学療法士で協会に入会していない方） ￥9,000 
学 生（学生証の提示必要）※2 ￥1,000 

※1  
事前登録は会員のみ��なサービスとなります。（会員外・非会員・学生は当日登録のみと

なります。）日本理学療法士協会指定クレジット払いと日本理学療法士協会指定バーコード

式請求書による支払い（コンビニエンスストア支払い・郵便振替）の 2 種類の登録方法があ

ります。バーコード式請求書による事前登録は、収納手数料を加算させていただきます。 
事前登録は��ン��・�金できませんのでお�をつ�下さい。当日申し込みは、現金支払

いのみの取り扱いとなります。 
※2  
学生とは、医療系養成校在学者を指しますが、理学療法士の資格がある方は該当しません。

参加登録の際は、学生証を提示してください。また、発表者の方は、参加費が学生の区分と

は異なりますのでご注意下さい。会員証をお持ちではないため、当日登録のみとなります。 
 
3． 事前登録締め切り（会員のみ） 
日本理学療法士協会指定クレジットカード ： 平成 24 年 7 月 24 日 23：59 
日本理学療法士協会指定バーコード式請求書： 平成 24 年 7 月 24 日 23：59 
※ バーコード式請求書で事前登録をされる方は、請求書に記載されている支払期日を厳守

してください。 
 

ご参加者の皆様へ
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4． 事前登録方法（会員のみ） 
日本理学療法協会指定クレジットカード払い 
○インターネットでのオンライン登録になります。第２６回中国ブロック理学療法士学会ホ

ームページ（http://hpta.or.jp/26tyuburo_top/index.html）、または日本理学療法士協会ホー

ムページ（http://www.japanpt.or.jp/）内に設置しております事前登録サイトよりお申し込

み下さい。 
○事前登録には E-mail アドレスの登録が必要です。 
○参加費の引き落とし日は、楽天カードサイト内にてご確認下さい。 
○オンライン事前登録終了後、日本理学療法士協会よりご登録 E-mail アドレスへ受付完了

のメールが送信されます。（送信には手続き上、時間を要する場合がございます。）このメー

ルは、参加の事前登録を証明するものとなりますので、当日まで大切に保管してください。 
○決済状況はマイページよりご確認下さい。 
 
日本理学療法士協会指定バーコード式請求書による支払い 
○事前登録後、ご登録のご住所へバーコード式請求書を郵送します。その際、収納手数料を

加算させていただきます。請求書裏面記載のコンビニエンスストアまたは郵便振替にて支払

期日内にお支払い下さい。郵便振替でお支払いされる場合でも必ず支払期日を厳守下さい。 
○オンライン事前登録完了後、日本理学療法士協会よりご登録 E-mail アドレスへ受付完了

メールが送信されます。（送信には手続き上、時間を要する場合がございます。このメール

は、参加の事前登録を証明するものとなりますので、当日まで大切に保管してください） 
○決済状況はマイページよりご確認下さい。 
○バーコード式請求書による事前登録の方は、振込み受領書を受付で提示してください。 
 
5． 当日受付について 
 ・事前登録の会員の方 
   受付にて会員証を提示してください。 
    → 新プロ修了者はポイントが自動的に付与されます 

マイページへの反映は大会終了後（約 2 週間程度後）となります。 
    → 新プロ未修了者にはポイントは付きません。入金の確認のための受付です。 
   （ｃ－１・ｃ－６のポイント付与の受付は別に行われます。下記 6 をご参照ください） 
 ・当日登録の会員の方 
   受付にて参加登録票を記入の上、会員証とともに提示し、参加費をお支払（現金支払

のみ）ください。 
   ポイント付与に関しては上記に準じます 
・会員外･学生の方は、会場に用意された参加登録票をご記入の上、該当する受付にて参

加費の支払いおよび受付をお済ませ下さい。 
○受付完了後、参加登録費領収証を兼ねたネームカードをお渡しします。 
○参加登録費領収証は再発行できません。大切に保管してください。 
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6． 新人教育プログラムポイント 
  ○「特別講演ｃ－１」のポイント付与希望の方は必ず大ホール前受付にて会員証をカー

ドリーダーにかざして入室受付を行ってください。 
○「発表ｃ－６」のポイント付与希望の方、当日は受付にて会員証をカードリーダーに

かざしてください。自動的にポイントが付与されます。 
   
7．  会場内の注意 
 (1)ネームカードの携帯について 
   各会場への入場の際には、必ずネームカードの入ったホルダーを首から下げ、確認で

きるようにしてください。 
 (2)会場内でのカメラ・ビデオ撮影・録音について 
   会場内でのカメラ・ビデオ撮影（カメラ付き携帯電話含む）・録音などは、ポスター

会場も含め講演者や発表者の著作権保護や対象者のプライバシー保護のため禁止さ

せていただきます。 
(3)携帯電話の使用について 
  会場内では必ず電源を切るかマナーモードでご使用ください。プログラム中の通話は

禁止させていただきます。 
(4)喫煙について 
  全館禁煙となっております。喫煙はできません。御了承下さいませ。 
(5)駐車場について 
  数に限りがあります。可能な限り公共交通機関でお越しください。 
 

8．  クロークサービス 
 下記の場所にクロークを設置いたします。貴重品および雨具等はお預かりできませんので

予めご了承ください。 
場所 8 月 25 日(土) 8 月 26 日(日) 

大ホール入り口前・ホワイエ 12:00～17:30 9:30～17:15 
 
9． 昼食について 
 下記の時間でレストランを営業しております。どうぞご利用ください。 

場所 8 月 25 日(土) 8 月 26 日(日) 
レストランはつかいち(7 階) 12:00～14:00 12:00～14:00 

 ホール内は飲食禁止となっておりますので、ご理解・ご協力お願いいたします。 
  



− 9 −

12 
 

託児室のお�ら� 
 
 今回、学会ではお子様連れで学会に参加される方のために、託児室を用意しております。 
 
１．利用日時 
  平成 24 年 8 月 25 日（土）12：00～17：30 
  平成 24 年 8 月 26 日（日） 9：30～17：30 
  ＊昼食は、各自でお願いします 
２．場所 
  はつかいち文化ホール さくらぴあ 楽屋 4  
３．対象年齢 
  1 歳～小学生低学年 
４．定員 
   各日とも 10 名程度 
５．費用 
  お子様 1 名につき、両日とも ¥1,000/日 
６．申し込み方法 
  ①申込者氏名（保護者） 
  ②利用者氏名 
  ③利用者年齢 
  ④利用者性別 
  ⑤健康状況、アレルギーなどの特記事項 
  ⑥託児利用時間 
    例）8 月○日の ○○：○○~○○：○○ 
  ⑦連絡先（電話番号、FAX 番号、メールアドレス） 
   ＊①～⑦までを明記の上、8 月 10 日（金）までにメールにてお申し込み下さい。 
    申し込み受領後、確認文書を返信致します。 
７．申込先：第 26 回中������学�法�学会 ���員会 

e-mail：chugokupt26＠hpta.or.jp.ku 
８．学会場内には、「親子室」を設けています。 
（親子室とは、大ホールに併設された個室で、親子と一緒に学会に参加すること 
ができます。この機会にぜひご利用下さい） 

９．学会場から徒歩 3 分のところに、遊具がたくさん設置されている 
「廿日市市新宮中央公園」があります。 

  

 

託 児 室 の お 知 ら せ
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レセプションの��� 

 

１．日時：平成 24 年 8 月 25 日（土）19：00～21：00（受付 18：30～） 

２．場所：安芸グランドホテル 珊瑚の間 

    〒739-0412 広島県廿日市市宮島口西 1-1-17 

３．会費：\6,000 

４．レセプション受付方法：①学会場受付 ②レセプション会場受付 

５．シャトルバス運行：学会場正面玄関発  17：45 → 懇親会場着  

           懇親会場発     21：10 → JR 宮島口駅 → 学会場 

           2 台（30 名/台）で運行 

    

 

６．ホテル送迎バス：学会場発シャトルバスの他、JR 宮島口駅からホテル行きの 

バスがあります。 

          ＊JR 宮島口発 15：30～18：30 の間で、30 分間隔毎に運行 

  
 
レセプション会場は、世界遺産宮島を望むホテルで開催致します。贅沢な眺望、宮島を

望む絶好の風景と共に、 心ゆくまでくつろぎの空間・時間をお楽しみください。 

 当日は、美味しいお食事と心ばかりの催し物を準備しております。 

レセプションで、情報交換や日頃の疲れを癒す時間にしませんか？ 

みなさんと一緒に、思い出に残る素晴らしい学会にしましょう！ 

レセプションのご案内
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演題発表要領 
 
１． 座長へのお願い 
○座長は担当セッション開始時刻 30 分前までに総合受付横の座長受付にて登録を済ませて

下さい。 
○座長は開始 10 分前までに、ホール入り口にあります、座長受付で再度受付を済ませ、ホー

ル右前方の次座長席にお着き下さい。 
○担当セッションの進行は座長へ一任いたします。発表時間は 7分、質疑応答は 3分以内を

予定しています。演者に対して発表時間を��するように注意を�して下さい。また、予

定時間内に終了するよう��をお願いいたします。 
○質疑の際は、所属・氏名を確認するようお願いいたします。 
○発表及びディスカッションに対して適切なアドバイスをお願いいたします。 
○演題の内容及びディスカッションを含めた総括をお願いいたします。 
○セッション終了後、大ホール横に談話スペースを設けております。係りの者が誘導いたし

ますので速やかに移動をお願いいたします。 
 
 
２． 演者へのお願い 
○演者は当該セッション開始時刻 60 分前までに総合受付の並びにあります演者受付にて演

者登録を済ませて下さい。 
○演者は 10 分前までには、ホール入り口にあります、演者受付で再度受付を済ませ、ホール

左前方の次演者席にお着き下さい。 
○当�受付時のスライド��や��は一切受け付けません。 
○発表時間は 7分、質疑応答は 3分以内としていますので、発表時間を��して下さい。 
○プレゼンテーションの操作は原則、演者に行って頂きます。 
○発表時間の終了１分前に「ベル 1回」、終了時に「ベル 2回」で合図します。「ベル 2回後」

は速やかに発表を終了して下さい。 
○スライドに用いた媒体は返却致しません。パソコン内のデータは準備委員会で責任をもっ

て消去いたします。 

○セッション終了後、大ホール横に談話スペースを設けております。係りの者が誘導いたし

ますので速やかに移動をお願いいたします。 
 
 
３． その他、注意点について 
○質問の際は、座長の指示に従って質疑を行ってください。 
○質問の際は、必ず所属と名前を告げ簡潔明瞭にお願いいたします。 
○発表終了後に大ホール横に座長・演者と談話スペースを設けております。セッション内で

演題発表要領
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できなかった質問などご自由に活用してください。 
○座長・演者が不測の事態で発表時間に間に合わない場合は、速やかに学会緊急番号

（090-8993-9148）へ電話にてご連絡下さい。万が一ご連絡がない場合は発表を放棄したも

のと判断いたします。 
 

ポスター発表�� 
 

１． ポスター掲示及びその規格について 
○ポスター及び表題掲示には、ポスターパネルを用意いたします。 
○ポスター貼付作業は大会 1 日目（11：30～12：30）・大会 2 日目（9：45～10：45）の時

間内に掲示して下さい。その際、ポスター掲示係より掲示箇所及び注意点を説明いたします。 
掲示は、パネルの横 115cm×縱 150cm の範囲とします。 
○演題番号は準備委員会で用意いたしますので、発表者は演題名・施設名・発表者名を横

95cm×縱 15cm 範囲内で表記して下さい。なお、掲示するためのマグネットは準備委員会

で用意しております。 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

演題番号 演題名・施設名・発表者名 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縱 150 ㎝ 
A3 用紙

(296.98mm×420mm) 
であれば 10 枚程度可 

横 95 ㎝ 

横 115 ㎝ 

縱 15 ㎝ 

ポスター発表要領
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２． ポスター発表の形式について 
○ポスター発表は 1 セッション 60 分です。 
○形式は、参加者とのフリーディスカッション形式とします。演者による口頭説明は行いま

せん。なお、該当セッション時間中は、その場を離れないようにお願いいたしします。 
 
 
 
３． ポスター発表の進行について 
○演者および座長は、開始 10 分前までにリハーサル室へ集合してください。 
○演者の集合を確認次第、セッション中の注意点及び座長の紹介を行います。 
○演者は、セッション開始前に該当するポスター前に待機し、開始後 45 分間を参加者との

フリーディスカッションとします。 
○残り時間 15 分で座長より高評を行います。 
 
 
４． その他、注意点について 
○セッション中は、その領域の研究や臨床実践を発展させるために広い視野で討議できるよ

う宜しくお願いします。 
○当該セッションの時間帯はフリーディスカッション形式になりますが、進行については座

長の指示に従って下さい。 
○ポスターの撤去時間を過ぎても放置されたポスターは準備委員会で処分させていただきま

す。郵送、宅配便などによる返却は一切いたしません。予めご了承下さい。 
○座長・演者が不測の事態で発表時間に間に合わない場合は、速やかに学会緊急番号

（090-8993-9148）へ電話にてご連絡下さい。万が一ご連絡がない場合は発表を放棄したも

のと判断いたします。 
 
 
 

学会奨励賞について 
 
中国ブロックにおける学術研究の発展と奨励のために、若手会員(40 歳未満)の優秀な業績に

対して学会奨励賞として表彰いたします。 
年度毎の中国ブロック理学療法士学会で発表された全演題の中から 1～2 演題選出し、その

筆頭演者に贈呈いたします。 
受賞者の決定は選考委員会の推薦に基づき、学会長が行います。 
賞の贈呈は発表の次年度の中国ブロック理学療法士学会において、前年度学会長が行います。 
 

学 会 奨 励 賞 に つ い て



− 14 −

（土）1日目　8月25日（土）

大ホール

日目 月 日（ ）

小ホール 会議室リハーサル室大ホ ル 小ホ ル 会議室リハ サル室

8:308:30

9:009:00

9:309 30

0 00
ブロック定期理事会

10:00
ブロック定期理事会

10：00～12：0010:30 0 00 0010:30
プレコングレス プレコングレスプレコングレス
セミナー

プレコングレス
セミナー

11:00
セミナー セミナー

主催　公益社団法人 主催　
11:00

催 社団 主催　
広島県理学療法士協会社会局 フェルデンクライス岡山広島県理学療法士協会社会局 フェルデンクライス岡山

学会受付開始 ポ タ 貼り付け作業
11:30

学会受付開始 ポスター貼り付け作業
11:30

11：30～ 11：30～12：3011：30～ 11：30～12：3012:00

12:30
開会式(表彰式)

12:30
開会式(表彰式)

12 30 12 5512：30～12：5513:00
学会長講演

13:00
学会長講演

12：55～13：1512：55～13：15
述発表 述発表

13:30
口述発表Ⅰ 口述発表Ⅱ

13:30
発表 発表

13：25～14：25 13：25～14：2513：25～14：25 13：25～14：25
演題1 5 演題6 10

14:00
演題1～5 演題6～10

00

14:3014:30

シンポジウムⅠ 述発表Ⅲ ポ タ 発表ⅠシンポジウムⅠ 口述発表Ⅲ ポスター発表Ⅰ15:00
14：35～16：05 14：35～15：35 14：35～15：35

15:00
14：35～16：05 14：35～15：35 14：35～15：35

演題11～15 演題52～57演題11～15 演題52～5715:3015:30

口述発表Ⅳ口述発表Ⅳ

15 45 16 45
16:00

15：45～16：45
16 00

口述発表Ⅴ 演題16～2016 30 口述発表Ⅴ 演題16 20
16：15～17：15

16:30
16：15～17：15
演題演題21～2517:00 演題17:00

17:3017:30

18:0018 00

※レセプションは安芸グランドホテルにて19：00（受付 18：30）より開始いたします※レセプションは安芸グランドホテルにて19：00（受付 18：30）より開始いたします。

学 会 ス ケ ジ ュ ー ル
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（ ）2日目　8月26日（日）

会議室大ホール 小ホール リハーサル室

日目 月 日（日）

会議室大ホ ル 小ホ ル リハ サル室

8:308:30

9:009:00

学会受付開始学会受付開始

9 15
9:30

9：15～
9 30

口述発表Ⅵ 口述発表Ⅶ ポスター貼り付け作業0 00 口述発表Ⅵ 口述発表Ⅶ ポスタ 貼り付け作業

9：45～10：45 9：45～10：45 9：45～10：45
10:00

9：45～10：45 9：45～10：45 9：45～10：45
演題26～30 演題31～3510:30 演題 6 30 演題3 3510:30

11:00
特別講演

11:00
特別講演

10：55～12：2510：55～12：2511:3011:30

12:00

次期学会長挨拶12:30 次期学会長挨拶

12：30～12：40 生涯学習担当者会議
12:30

12：30～12：40 生涯学習担当者会議

12 30 13 3012：30～13：3013:0013:00

口述発表Ⅷ口述発表Ⅷ

述発表 ポ タ 発表
13:30

13：20～14：30 口述発表Ⅸ ポスター発表Ⅱ
13:30

発表 発表

演題36～41 13：30～14：30 13：30～14：30演題36～41 13：30～14：30 13：30～14：30
演題42 46 演題58 63 研修部会議

14:00
演題42～46 演題58～63 研修部会議

00

14：00～15：0014:30 14：00 15：00
シンポジウムⅡ

14:30
シンポジウムⅡ

述発表Ⅹ ポ タ 発表Ⅲ14：30～15：50 口述発表Ⅹ ポスター発表Ⅲ15:00
14：45～15：45 14：45～15：45

15:00
14：45～15：45 14：45～15：45
演題47～51 演題64～69演題47～51 演題64～6915:3015:30

卒後教育セミナ Ⅰ 卒後教育セミナ Ⅱ
16:00

卒後教育セミナ－Ⅰ 卒後教育セミナーⅡ
16 00

16：00～17：00 16：00～17：0016 30 16：00 17：00 16：00 17：0016:30

17:00
閉会式

17:00
閉会式

17 00 17 1017：00～17：1017:3017:30

18:0018 00

学 会 ス ケ ジ ュ ー ル
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プログラム一覧 
 
1. 学会長講演 

「私の臨床経験から考える理学療法士の臨床能力とは！」 
司会 沖政 祐亮  (和光整形外科クリニック) 

2. 特別講演 
「運動機能回復のための臨床能力 

～歩行に対する認知神経リハビリテーションを通して～」 
講師 宮本 省三  (高知医療学院 学院長) 
司会 久保 高行  (第 26 回中国ブロック理学療法士学会 学会長) 

※ 特別講演聴講により新人教育プログラム「C-1」が加算されます。 
3. シンポジウムⅠ 

「在宅における理学療法士の Specialty&Professionalism」 
コーディネーター 坂口 暁洋 (訪問看護ステーションみなみ) 
シンポジスト   四海 公貴 (株式会社タガワブレース) 

小林 修  (社会福祉法人よこた福祉会) 
菅原 道俊 (IGL 訪問看護ステーション) 

4. シンポジウムⅡ 
「回復期リハビリテーション病棟に必要のない理学療法士 
              ～他施設の取り組みを通して振り返ろう～」 
コーディネーター 大内田友規 (五日市記念病院) 
シンポジスト   甲田 宗嗣 (広島市総合リハビリテーションセンター) 

近藤 宏  (鳥取県中部医師会立三朝温泉病院) 
田中直次郎 (西広島リハビリテーション病院) 

5. 卒後教育セミナーⅠ 
「チーム医療を成功させる この一手！ ～理学療法士だから できること～」 

講師 崎元 直樹    (市立三次中央病院) 
司会 廣澤 隆行    (広島市立安佐市民病院) 

6. 卒後教育セミナーⅡ 
「“こなす”理学療法士から“できる”理学療法士へ 

〜急性期運動器疾患・変形性膝関節症を中心に〜」 
講師 島田 昇     (広島大学病院)  
司会 田中 聡     (県立広島大学) 

 
 
 
 

プ ロ グ ラ ム 一 覧
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7. 一般演題 
 

1 日目 8 月 25 日(土) 
口述Ⅰ(大ホール) 13：25～14：25 演題番号 1～5 
        座長 絹川 裕次 (訪問看護ステーションみなみ) 
口述Ⅱ(小ホール) 13：25～14：25 演題番号 6～10 
        座長 山崎 重人 (マツダ病院) 
口述Ⅲ(小ホール) 14：35～15：35 演題番号 11～15 
        座長 小原 謙一 (川崎医療福祉大学) 
口述Ⅳ(小ホール) 15：45～16：45 演題番号 16～20 
        座長 泉 博則  (山口大学医学部附属病院) 
口述Ⅴ(大ホール) 16：15～17：15 演題番号 21～25 
        座長 宮野 清孝 (地方独立行政法人下関市立中央病院) 
ポスター発表Ⅰ(リハーサル室) 14：35～15：35 演題番号 52～57 
        座長 国安 勝司 (川崎医療福祉大学) 
 

2 日目 8 月 26 日(日) 
口述Ⅵ(大ホール) 9：45～10：45 演題番号 26～30 
        座長 井上 和章 (庄原赤十字病院) 
口述Ⅶ(小ホール) 9：45～10：45 演題番号 31～35 
        座長 山口 雅子 (広島パークヒル病院) 
口述Ⅷ(大ホール) 13：20～14：20 演題番号 36～41 
        座長 石田 勝  (興生総合病院) 
口述Ⅸ(小ホール) 13：30～14：30 演題番号 42～46 
        座長 葉 清規  (浜脇整形外科病院) 
口述Ⅹ(小ホール) 14：45～15：45 演題番号 47～51 
        座長 對東 俊介 (広島大学病院) 
ポスター発表Ⅱ(リハーサル室) 13：30～14：30 演題番号 58～63 
        座長 谷口 亮治 (広島市立安佐市民病院) 
ポスター発表Ⅲ(リハーサル室) 14：45～15：45 演題番号 64～69 
        座長 永尾 進  (済生会呉病院) 
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学会長講演

「私の臨床経験から考える　　　　　
　　　　　　　理学療法士の臨床能力とは！」

大会１日目　８月25日㈯　12：55〜13：15

はつかいち文化ホール　　さくらぴあ　大ホール

講　師　医療法人日域整形外科クリニック

　　　　第26回中国ブロック理学療法士学会　

	 学会長　久保　高行

司　会　和光整形外科クリニック

　　　　第26回中国ブロック理学療法士学会　

	 副学会長　沖政　祐亮
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学会長講演 8 月 25 日（土）12:55～13:15 大ホール 
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私の臨床経験から考える理学療法士の臨床能力とは� 

 
 

医療法人日域整形外科クリニック リハビリテーション科 
第 26 回中国ブロック理学療法士学会 学会長 久保 高行 

 
 
 

 
    

寄添って… 
 
本学会のテーマは、 
「理学療法士の臨床能力を問う～臨床 3 年そして 5 年、その後への飛躍に向けて」と中国

ブロック会員諸氏にエールを贈る言葉を添えました。この臨床能力は、知識・情報収集能力・

総合的判断力・技能・態度から構成されているとされてます。今回の講演ではこれら要素を

振返りながら幾つかの会員へのアンケートや私自身 27 年の理学療法士経験を踏まえこの学

会のプロローグにしたいと考えています。 
 
私の理学療法訓 
1．臨床経験とは、その感性によってより磨きがかかりその感性は五感のフル活用である 
2．もやもやしたことを、もやもやしたまま考え続けられる能力がプロの理学療法士の条件 
3．理学療法はどういう仕事なのか？そして自分自身はどのスタンスにいるのかを常に確認 
 

 （3 人の諸先輩より学んだ言葉） 
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特　別　講　演

運動機能回復のための臨床能力
〜歩行に対する認知神経リハビリテーションを通して〜

大会２日目　８月26日㈰　10：55〜12：25

はつかいち文化ホール　　さくらぴあ　大ホール

講　師　高知医療学院

	 学院長　宮本　省三

司　会　第26回中国ブロック理学療法士学会　

	 学会長　久保　高行
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特別講演 8 月 26 日（日）10:55～12:25 大ホール 

22 
 

 
運動機能回復のための臨床能力 

～歩行に対する認知神経リハビリテーションを�して～ 
高知医療学院 学院長 宮本 省三 

 
 
 
 
 運動機能回復のための臨床能力とは何か？ その解答は日々の臨床の現場に無数にあるはずだ。

本講演では片麻痺の治療場面のエピソードをいくつか紹介しながら、運動機能回復のための臨床能

力について考えてみたい。 
 ［１］ある右片麻痺患者に車椅子から立ち上がって平行棒内歩行訓練をさせようとすると、患者

は左手で平行棒を手前に強く引っ張るばかりで上手く立ち上がることができない。何度か試みるが

失敗してしまう。健側下肢の筋力が低下しているわけではない。このままでは平行棒内歩行訓練が

できない。理学療法士はこの患者が車椅子から上手く立ち上がれないという不思議な現象をどのよ

うに解釈すればよいのだろうか？ 
［２］ある左片麻痺患者が平行棒内で理学療法士にほぼ全介助で立位を取らされている。理学療

法士は右手で不安定な体幹全体を保持すると同時に、膝折れを防ぐために左手で膝を保持している。

だが、立位は体幹が崩れ不安定で、下肢は随意的に前方に振り出せず、平行棒内歩行訓練は困難で

ある。また、患者の顔は床を向き頸は右側に回旋している。このような状態の患者に対し、早期リ

ハビリテーション（廃用症候群の予防）という観点から平行棒内歩行訓練を行うことは適切なのだ

ろうか？ 
［３］ある片麻痺患者を歩行分析すると「踏切り期に下肢全体を骨盤から引き上げるように持ち

上げ、遊脚期には股関節の外旋が目立ち、膝関節をほぼ伸展させたまま振り出し、接床は内反尖足

によって足底外側接地する」という典型的な「分廻し歩行」が観察された。この患者に「足部には

MP関節があることを視覚的に教え、踏切り期にMP関節の伸展を注意深く感じながら、ゆっくり

と歩くよう」言語指示した。すると、直後に踏切り期の骨盤の引き挙げ、遊脚期の股関節の外旋と

膝の伸展が改善した。言語指示のみで明らかに分廻し歩行が改善したのである。これは果たして「運

動療法」なのか？ 
 ［４］ある片麻痺患者は杖なし歩行が可能だが、歩行分析すると遊脚後期に膝関節の最終伸展が

見られず、膝屈曲位で接地する。つまり、振り子のように膝が軽くスムーズに伸展せず、足全体を

床に置くように接地する。ハムストリングスに痙性が残存しているように思われた。この患者には

認知運動療法を適用した。そして、数日後のある時、一瞬にしてそれが回復した。つまり、遊脚期

に膝関節を軽くスムーズに最終伸展して足部を床に接地することができるようになった。患者に回

復した理由を尋ねると「靴の重さが感じられるようになったから」と答えた。この患者の言葉は何

かを意味しているのだろうか？ また、どのような「認知運動療法」によって回復したのだろうか？ 
 これらのエピソードを深く思考することは、患者の運動機能回復と理学療法士の臨床能力の向上

につながるはずである。その意味を歩行に対する認知神経リハビリテーション（認知運動療法）の

臨床場面を紹介しながら解説する。 
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シンポジウムⅠ

在宅における理学療法士の　　　　　
　　　　　Specialty & Professionalism

大会２日目　８月25日㈯　14：35〜16：05

はつかいち文化ホール　　さくらぴあ　大ホール

コーディネーター	 訪問看護ステーションみなみ
	 	 坂口　暁洋

シンポジスト	 ㈱タガワブレース　タガワブレース訪問看護ステーション
	 	 四海　公貴

	 社会福祉法人よこた福祉会　デイサービスにこにこ
	 	 小林　　修

	 IGL訪問看護ステーション
	 	 菅原　道俊
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シンポジウムⅠ 8 月 25 日（土）14:35～16:05 大ホール 
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在宅における理学療法士の Specialty & Professionalism 
訪問看護ステーションみなみ 坂口 暁洋 
 

 
  
 
 
 

 
介護保険制度の導入により在宅での医療や介護サービスの充実が進む中で、リハビリテーショ

ン専門職である理学療法士の必要性と期待の高まりは周知の通りです。また、理学療法としては、

急性期から回復期そして維持期（生活期）のサイクルおよび終末期に向けての一連の人生の中で、

患者様の生活（人生）の基盤となる在宅を見据えることは当然のことであり、その専門性を求め

る声に応えなければなりません。しかしながら、理学療法士がもつ医療従事者としての専門性を、

在宅で医療や介護の分野で発揮するためには、まだまだ人材が足りません。 
そこで、今回のシンポジウムでは在宅での実践的なテクニックや思考過程、そして自分達（シ

ンポジスト）の頑張る姿を伝えることで、理学療法士が考慮すべき在宅生活および人生のあり方

について考えるとともに、在宅でのリハビリテーションに直接的に従事する人材増え、患者様が

活用できるサービスがさらに充実することを目標としています。私はこれまで何か物事を起こそ

うと思った時、そこには必ず人との出会いがありました。それはライバルだったり、憧れの人だ

ったりすると思います。学生時代に好きな先生の教科は成績も良かったのではないでしょうか。

今回のシンポジウムのねらいは「訪問リハビリテーションにおける理学療法士の専門性

（specialty）」を伝えたいだけではありません。もっと大切なものは、シンポジストの姿や情熱

（Professionalism）です。このシンポジウムが、皆様とシンポジストの良き出会いの場になれば

と思います。 
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在宅の理学療法士として、私が大切にしていること 

～ 地域および他事業所との連携 ～ 
（株）タガワブレース タガワブレース訪問看護ステーション 四海 公貴 
 
 
 
  
 
Key words 訪問リハビリ 連携 face to face 
現在、日本の高齢者は 1 人暮らしの増加、高齢者のみ世帯の増加、少人数の世帯が増加してお

り、本当に在宅で医療や介護ができるのだろうか疑問に思う。少なくとも私が介入している地域

では家族のみでは到底対応できない現状がある。そのため、医療保険や介護保険を利用し、必要

で適切な医療・介護サービスを受けることで、なんとか利用者やその家族が生活を維持している。

家族は病院や介護施設の職員とは違い、仕事で介護を行っているわけではなく、仕事をしていた

り、身体に障害を持っている場合もある。よって休息なく 24 時間体制で介護を行うことは不可能

である。ましてや医療知識・介護知識もない中で介護を行わないといけない。このような環境の

中で、理学療法士としていかに介入すべきかということは、私自身、究極の課題であると考え、

一人ひとりの利用者と向き合っている。正確には向き合う努力は誰にも負けないように努力して

いるつもりである。 
 訪問リハビリの介入依頼がご家族や介護支援専門員、医師などからある場合、「機能訓練をお願

いします。」、「リハビリを希望されていますのでお願いします。」、「病院でリハビリをしていたの

で継続してお願いします。」などと漠然とした依頼が多い中、実際に利用者や家族、主治医と面談

し、医学的情報や評価内容、家族の介護力等によって、理学療法の必要性、予後予測、具体的な

理学療法内容を大きく決定し、理学療法を進めていくわけであるが、医療機関などのように毎日

介入できるわけではなく、介護保険では区分支給限度額や医療保険では厚生労働大臣の定める疾

患以外は 3 回／週を限度と規定してある為、当事業所では利用者 1 人あたり平均約 2 回／週の介

入頻度である。この中でどうすれば効果的な理学療法を提供できるのか難しい問題であるが、こ

れが現実である。 
私はこれらに対応するため、もっとも大切にしている事がある。それは私が介入していないと

き、どれだけ理学療法のエッセンスを取り入れることができるかである。そのためには、利用者

に介入している他の事業所や地域のサービスといかに連携することができるかを大切にしている。

私の信念として face to face を基本にしている為、訪問リハビリに介入していない時間は常に他事

業所や医療機関、地域へ飛び出している。当初は私のような泥臭い理学療法士は地域にいなかっ

たようで、当初は冷たく対応されたりすることも多々あったが、今では快く相談や連携にご協力

していただいている。 
 シンポジウムでは、歩行獲得に向け訪問リハビリ・デイケア・デイサービスと連携した症例、

車の運転に向けて医師・介護支援専門員・訪問リハビリ・自動車学校・運転免許センターと連携

した症例について具体的に話していきたと思う。 
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�その方のあるべき生活への支援を考える� 
社会福祉法人よこた福祉会 デイサービスセンターにこにこ 小林 修 

 
 
 
  
 
 
 
Key word:自立支援、生活機能障害、自律支援 
【シンポジウム要旨】 リハビリテーション前置主義への回帰が話題となった平成 24 年の介護保

険の改定が医療保険の改定と同時に行われた。特に介護保険分野ではより在宅指向が強化された、

ととらえることもできる。通所介護でも 2 段階の個別機能訓練が設定され、訪問リハビリテーシ

ョンでは訪問介護との連携が評価されるにいたった。その通所介護の個別機能訓練加算Ⅱについ

ては「利用者の自立支援を促進するという観点から、利用者個別の心身の状況を重視した機能訓

練（生活機能の向上を目的とした訓練）実施を評価するものである。」とある（平成 24 年度介護

報酬改定に関するQ&A Vol．2 より）。 
介護保険改定の度に行政資料の中で繰り返される「機能訓練」「生活機能」を我われはどのよう

に考え、それに対してどのような理学療法士ならではのアプローチを行っていくべきなのだろう。

「機能」「機能訓練」を考えた時に、つい「身体機能」を中心に考えてしまうが、利用者の「生活」

そのものを捉え、そこから身体機能障害が引き起こす「生活機能障害」を見出し、そこへ理学療

法士としてアプローチしていくことが求められ、期待されているのではないのだろうか。逆に言

えば、今まで期待に応えられていないから、毎回のように強調されているのではないか。 
 目の前の利用者の「生活」と一口に言っても、そこには千差万別の価値観があり、生活環境が

あり、その方の歴史、何より家族の歴史がそこにはある。在宅生活を支援するときには、それら

を踏まえたうえで「自立支援」「自律支援」を考えていく必要がある。すなわち、その方の「本来

あるべき生活への支援」が求められているのだと思う。その、本来あるべき生活への支援につい

て、理学療法士ならではの関わり方（Specialty：専門・特性・特徴・特質、Professionalism：専

門家気質・専門的技術）を踏まえつつ、多くの方とディスカッションできれば幸いと思う。 
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在宅での医療的側面からの理学療法 

IGL 訪問看護ステーション 菅原 道俊  
 
 
 
 

 
 
 
「在宅に興味はあるけど・・」、「いつかは在宅でやってみたいけど・・」、「まだ経験が少ないから

在宅に行くには・・」など、在宅に興味はあっても踏み込めないといった話をよく聞きます。そん

な人たちに、私の話が少しでもきっかけになれば、という思いで話を進めていきたいと思います。 
私が在宅に関わる様になったのは、理学療法士の免許を取った年にさかのぼります。当時、勤務

していた病院（東京の外れの田舎町の病院）で仲の良かった医師達と在宅の勉強会を始めたのがき

っかけです。数ヵ月後に在宅医療に目覚めたその医師が開業し往診専門で在宅医療を始め、その先

生から患者様のリハビリテーションを依頼され、私も病院の仕事の後に理学療法士として訪問を開

始しました。９年間、病院と訪問の両立を続けましたが、地元で在宅に関わりたいと思いから、広

島に帰り、当訪問看護ステーションで勤務するようになり、今年で10年目を迎えました。 
 当ステーションの利用者は、0 歳から 100 歳まで幅広い年齢層で、疾患は脳卒中、神経難病、呼

吸器疾患、整形疾患、がん、脳性麻痺、その他、様々であるのが現状です。したがって、初めて経

験するようなケースが結構あります。そんな状況なので、“何でも来い！”というスタンスでいるし

かありません。もちろん、自分の力量を見極め、知らない事、わからない事、できない事があった

ら、その都度勉強し、トレーニングしていくという事の繰り返しは当たり前の話ですが…。そんな

事から考えてみると、私の中では、在宅での理学療法は、総合理学療法という位置付けです。色々

な領域で語られている最新の情報に耳を傾け、それらを統合して様々なケースに挑んでいくという

のが在宅での理学療法ではないでしょうか？在宅では、狭い領域だけでなく、幅広い分野に目を向

けることが大事だと考えています。 
 病院と在宅では、何が違うのでしょうか？環境が違うということは当たり前ですが、在宅では病

院では医療行為とされている行為の一部が家族に丸投げされているという現状があり、在宅に訪問

するとそこでは医療従事者は自分だけであるということ、そして病院よりはるかにその利用者の医

学的情報が少ないという点が大きな違いではないでしょうか？家族の人にとっては、医療従事者で

もないのに医療行為を任されるというのは相当な負担があるということを理解して接しなければな

りません。吸引や胃瘻の管理、その他、色々、そしてリハビリまで。そんな家族の不安には十分に

耳を傾けていく必要があります。 
在宅では利用者に色々な職種（様々な事業所）が係わっており、連携が重要である事は言うまで

もありませんが、どう連携をとっていけばいいのでしょうか？在宅での理学療法は利用者や他職種

からどんな事を求められているのでしょうか？  
 今回のシンポジウムでは、医療的側面からの理学療法にテーマを絞り、当方の事例を通して在宅

での様子を紹介しながら、どのように考え、どのように展開しているのかといったことをお話しし

ながら、このシンポジウムのテーマである「在宅における理学療法士の Specialty & 
Professionalism」について私の考えをお伝えしていこうと考えています。 
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シンポジウムⅡ

回復期リハビリテーション病棟に必要のない理学療法士
〜他施設の取り組みを通して振り返ろう〜

大会２日目　８月26日㈰　14：30〜15：50

はつかいち文化ホール　　さくらぴあ　大ホール

コーディネーター	 医療法人社団清風会　五日市記念病院
	 	 大内田友規

シンポジスト	 広島市総合リハビリテーションセンター
	 	 甲田　宗嗣

	 鳥取県中部医師会立三朝温泉病院
	 	 近藤　　宏

	 西広島リハビリテーション病院
	 	 田中直次郎
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回復期リハビリテーション病棟に必要のない理学療法士 
  ～他施設の取り組みを通して振り�ろう～ 

医療法人社団清風会 五日市記念病院 大内田友規 
  
 
 
 
 
 回復期リハビリテーション病棟は「急性期病院から可能な限り適応とされる患者を早期に

受け入れた上で、ADL 能力の向上による寝たきりの防止と家庭復帰」という明確な目的を

持つ事は周知の通りである。ただ、その目的に向けて取り組んできた今に至る各病院の「経

緯」や「事情」は異なる。平成 24 年現在で中国 5 県が有する約 4500 床の回復期リハビリ

テーション病棟のそれぞれの今を垣間見れば、聴講者が今悩んでいる事に何か光明は射さな

いだろうか。 
例えば、私が所属する医療法人社団清風会は五日市記念病院・廿日市記念病院でそれぞれ

60 床、計 120 床の回復期リハビリテーション病棟を有する。そのほとんどのリハビリスタ

ッフは経験年数が 10 年以下であり、組織としてはまだまだ未成熟である。制度が変わる度、

スタッフが増える度にその都度悩み、工夫をしながら今を積み上げてきた。組織力が乏しい

ことで、チーム医療を行う上でのもどかしさも感じてきた。そんな急激なスタッフ数の増加

に振り回され、部署力の底上げに難渋している方へ、当院の取り組みを紹介しつつ今を共有

したい。 
 また、ADL 能力向上の推進についてはどうだろうか。今では当たり前となった 365 日の

リハ、病棟リハ、早出などの時差出勤。これらをすれば ADL 能力が向上するわけではなく、

これらをいかにツールとして用いるかが難しい。当院では、ADL の情報共有に FIM 表とい

う可視化ツールを用いてカンファレンスを行っている。各職種の多忙な業務時間内で、無駄

を少なくカンファレンスを進行し、かつ ADL での問題点を共有し、方向性を定め、在宅復

帰への近道となる工夫である。それを基に特に ADL の集中しかつ病棟スタッフの少ない早

出の時間帯に徹底した病棟リハを行っている。カンファレンスにて抽出した、自宅へ帰るに

当たりウィークポイントとなる問題点を中心に。まだまだ課題も多いが、自宅退院を目指し

ている患者すべてが週末に外泊するような、そんな病棟を一つの理想としている。 
本セッションでは、回復期リハビリテーション病棟で活躍している立場の違う 3 名の先生

方をお招きし、特にチーム医療の連携強化と ADL 能力向上の推進についてそれぞれの病院

での取り組みを積極的に発表していただく予定としている。また、管理・運営の目線も必要

視される中堅理学療法士へ向けて、管理者という立場の違いにおいても良いヒントが得られ

ればと考える。聴講者が他施設の取り組みに刺激を受け、回復期病棟に必要のない理学療法

士とならない為に！と奮い立つような、そんなセッションとなるよう期待したい。是非、自

施設で取り入れ、取り組みの幅を広げる一助となって欲しい。 
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回復期病棟に必要のない理学療法士 

～他��の取り組�を��て�り��う～ 
広島市総合リハビリテーションセンター 甲田 宗嗣 

 
 
 
 
 
 
 
平成 12 年に制定された回復期リハビリテーション病棟は、リハビリテーション機能を急

性期病院から切り離すことで急性期病院の在院日数短縮に大いに貢献してきた。また、平

成 12 年では理学療法士、作業療法士、言語聴覚士をあわせて 4 万 5 千人だったが、平成

24 年現在では 18 万人と約 4 倍に急増しており、回復期リハビリテーション病棟は 3 療法

士の雇用を支える役割も果たしてきたように思われる。 
 しかし、課題も多い。①急性期と生活期でのリハビリテーションも拡充してきており、

軽症な患者では急性期から在宅へのルートが確保されてきていること、②平成 24 年度の

診療報酬改定でも見て取れるように亜急性期寄りの回復期病棟では診療報酬は微増したも

のの、他は維持ないし微減であり、今後この傾向は強まる可能性があること、③回復期リ

ハビリテーション病棟そのものが新しい制度であるのと経営者が安価に人材を確保しよう

としてきたため、比較的若いセラピストが多く、時代の変革に対応できる組織ができてい

ないこと、④診療報酬では同一の算定料になってしまった 3 療法士の業務分担に課題があ

ることなど、挙げればキリがない。 
 今回のシンポジウムでは、私達が当院で取り組んできたことについて課題を踏まえて紹

介し、また、当院で働く他職種が理学療法士に何を期待しているのかインタビューの結果

を紹介する。その上で、今後、回復期リハビリテーション病棟に理学療法士が必要とされ

るために、個人として、理学療法士集団として、どうしたら良いか私見を述べさせていた

だくことにする。 
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当院の回復期リハビリテーション病棟の�み 

（10 年目を迎えて） 
鳥取県中部医師会立三朝温泉病院 リハビリテーション科 近藤 宏 
 
 
 
 
 
 
 
 回復期リハビリテーション病棟（以下、回復期リハ病棟）は、脳血管疾患又は大腿骨頚

部骨折等の患者に対して、ADL 能力の向上による寝たきり防止と家庭復帰を目的としたリ

ハビリテーションを集中的に行うための病棟である。 
当院は平成 12 年 3 月に国から鳥取県中部医師会に経営移譲され、今年で 13 年目を迎える。

回復期リハ病棟開設当時の施設形態は整形疾患を中心とした 199 床の病院で、一般病棟と

療養病棟を併設したケアミックス型の病院であった。 
平成 12 年度に回復期リハ病棟が制度化された頃、全国的に回復期リハ病棟の取得は困難

といわれており、当院では全く取得検討さえしていなかった。しかし調査を行ってみると、

対象疾患について整形疾患は病院内の一般病棟からの転棟で、脳血管疾患は近医の一般病

院からの紹介で基準を満たしていた。専従医師の確保や看護師の充足も可能であった。取

得で問題となったのは専従リハスタッフの人員配置と訓練浴室の設置で、それはリハスタ

ッフの採用と訓練浴室を増設したことで施設基準を満たすことができ、取得申請に至るこ

とができた。 
平成 15 年に回復期リハ病棟を開設し今年で 10 年目となった。開設当初は病床数 37 名に

対し、PT2 名、OT1 名で PT4 年目、PT1 年目、OT2 年目といった経験年数の少ないスタ

ッフで人員配置していた。運営するにあたりリハスタッフはもちろん、看護スタッフを含

めた病院内の誰もがどのように運営したらいいのか分からなかった。近隣施設に相談する

にも回復期リハ病棟を取得している病院が少なく、施設形態も違っていたため当院で参考

にできることが少なかった。そのため多職種で県外へ施設見学に行き、各職種の学会誌や

書籍、HP などで情報収集しながら試行錯誤し、専従医や病棟師長達と頻回に相談し、当

院の回復期リハ病棟を形作っていった。 
その後、運営上影響を受けた点として、まずスタッフの結婚退職や出産、専従リハスタッ

フの増加などによる人事異動があった。そして新たに 34 床の回復期リハ病棟を開設、土

曜日リハビリ開始、365 日リハビリ開始、新病棟建設に伴う回復期リハ病棟の合併などの

システム変更もあった。その他に専従医や病棟師長の変更、7 対 1 の看護基準取得に伴う

看護スタッフの減少、他部門や地域からの要望なども影響を受けた点である。 
そんななかで当院の回復期リハ病棟がどのように取り組んで形を変えていったか、その際

にどんなことが大変であったか、これからどんなことに取り組んでいこうとしているか報

告させていただき、ご参加の皆さんの回復期リハ病棟のヒントになれば幸いである。 
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�的施設による回復期病棟�西広島リハビリテーション病院� 
 西広島リハビリテーション病院 田中 直次郎 
 
 
 
 
 
 
 
key word：回復期病棟、チーム医療、理学療法 
[病院概要] 

当院は都市型リハビリテーション専門病院として 1986 年に開設した。2003 年に 139 床

全床が回復期リハビリテーション病棟（回復期病棟）となり、ADL の向上と社会復帰の促

進を目的に 365 日、平均 8 単位以上のリハビリテーションを実施している。病棟配属の理

学療法士は 46 名、作業療法士 37 名、言語聴覚士 11 名で、疾患は脳血管障害が 60％、大

腿骨頸部骨折が 15％である。平成 22 年には日本医療機能評価機構の付加機能「リハビリ

テーション機能」を認定され、今年度からリハビリテーション科専門医が 2 名となった。

患者の重度化に対応し、全 3 病棟とも回復期病棟入院料（新 1）を算定している。 
[取り組みの紹介] 

 高密度のリハビリテーションと療法士グループ制：脳血管障害患者に対する 1 日 6 単

位以上のリハビリテーションは回復期病棟でのエビデンスがある。当院ではさらに平

均 8 単位以上にしたことで 6 単位時よりも在院日数が短縮し FIM 効率が改善した。高

密度リハを実施するために、各病棟とも 2～4 名の理学療法士を 1 グループとして患者

を担当し、出勤者数も患者数に合わせグループ内で調整している。 
 理学療法評価：チームの治療方針検討と効果判定のため、信頼性・妥当性のある評価

指標を使用し情報共有することが不可欠である。運動機能や ADL の代表的な評価につ

いて必要なものは 2 週間ごとに評価し、カンファレンスで議論する。 
 理学療法について：理学療法は運動学習の原則に則って実施し、ターゲットは ADL で

ある。治療効果をチームの中で検討することも大切である。また、随意筋電制御電気

刺激装置やロボットなどの最新機器も治療手段として積極的に取り入れている。 
 院内クリニカルパス：2007 年から初発の脳血管障害と大腿骨頸部骨折の患者に導入し

ている。目的は①予後予測の明確化、②患者に提供すべきプログラム内容と時期の提

示、③チーム医療の標準化、④教育ツールの充実である。 
 連携について：患者に提供する理学療法は、発症から在宅まで一貫したものにしたい。

現在はそのために急性期、回復期、生活期の関係者が議論する場を構築する段階であ

り、回復期病棟としてつなぎ役となるよう努めている。 
 セラピスト 10 カ条宣言について：全国回復期リハビリテーション協議会では回復期病

棟のセラピスト 10 カ条宣言を掲げ、セラピストのあるべき姿を集約している。 
以上、端的に言えばチームとコラボレーションして成果を挙げることができる理学療法

士が求められている。これらを逆説的にとらえれば、必要のない理学療法士像となる。 
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卒後教育セミナーⅠ

チーム医療を成功させる　この一手！
〜理学療法士だから　できること〜

大会２日目　８月26日㈰　16：00〜17：00

はつかいち文化ホール　　さくらぴあ　大ホール

講　師	 市立三次中央病院
	 	 崎元　直樹

司　会	 広島市立安佐市民病院
	 	 廣澤　隆行
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チーム医療を成功させる この一手！ 

～理学療法士だから できること～ 
市立三次中央病院 崎元 直樹 
 
 

 
 

 
チーム医療って何でしょうか？チーム医療のなかでの私たち理学療法士のやりがいって

何でしょうか？一人の患者さんに対してチーム医療でやったからこそ、充実した関わりがで

きた！という経験のある理学療法士は今どれぐらいいるのでしょうか？ 
理学療法室で展開されるリハビリテーションだけでは、チーム医療を展開するために対応

できないことは、すでにみなさん周知していらっしゃいます。患者さんに関わっていくため

には、理学療法士だけの力や手技だけでは難しいことも明らかです。では、具体的に私たち

がチーム医療に貢献するために、今何が求められているのでしょうか？ 
日進月歩の医療の世界で医療現場の状況も刻々と変化し、理学療法の介入内容は 10 年前

に比べ著しく変化しました。急性期、回復期、生活期 それぞれで繰り広げられる理学療法

は比較的明確に分化されたものの、発症後の日数制限のため患者一人を全人間的に診るとい

うよりは、疾患別体系で流動性や効率化が求められるようになりました。分化されてきたが

ゆえに、理学療法士間や何よりもチーム医療で必要な他職種とのやりとりも希薄化している

傾向があります。どの現場でもチーム医療が重要ということは言うまでもありません。しか

し、その一方で理学療法士同士、または他職種との連携方法をどのように変化させているの

でしょうか？クリニカルパスだけでは対応できない患者さんはどのように対応しているの

でしょうか？ 
私自身も困難な症例を目の当たりにしたときにチーム医療の素晴らしさを経験したこと

もありました。そして、このような症例を増やすために様々な手を打ってきました。もちろ

ん失敗もありました。理学療法士としての専門性を追求するがゆえに、陥ってしまったチー

ム医療での落とし穴も経験しました。しかし、チーム医療を成功させるためにどうしても必

要であった理学療法士としての一手もありました。 
チーム医療のなかで理学療法士が輝ける存在であるために、そしてチーム医療のなかで

我々が必要とされ続けるために、どのような一手を打っていけばよいのか？これからの理学

療法を支えていく皆さんへのメッセージとして述べたいと思います。 
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卒後教育セミナーⅡ

“こなす”理学療法士から“できる”理学療法士へ
〜急性期運動器疾患・変形性膝関節症を中心に〜

大会２日目　８月26日㈰　16：00〜17：00

はつかいち文化ホール　　さくらぴあ　小ホール

講　師	 広島大学病院
	 	 島田　昇

司　会	 県立広島大学
	 	 田中　聡
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“こなす”理学療法士から“できる”理学療法士へ 

��性期運動�疾患・変形性膝関節症を��に� 
広島大学病院 診療支援部 リハビリテーション部門 島田 昇 

 

 
 
  
 
近年、医療制度の変遷と理学療法士数の増加により、理学療法士の質が問われている。今求め

られるのは日々の診療をまじめに“こなす”理学療法士ではなく、“できる”理学療法士である。

“できる”理学療法士とは、患者の疾患や要望を的確にとらえ、かつ日々更新される膨大な量の

情報から患者に必要な治療を選択・実践し、日々治療の有効性を検証できること、換言すると理

学療法の基本が忠実に実践できる理学療法士である。 
 変形性膝関節症(膝OA)の有症状者数は約 800 万人、X 線像より診断される患者数は約 2,530 万

人と推定されており、将来にわたり理学療法士が対象とする機会の多い疾患である。2007 年以降、

膝 OA に対する国際的な治療ガイドラインが発表され、そこには理学療法と運動療法が明記され

ている。2011 年 11 月本邦でも理学療法診療ガイドライン第 1 版（日本理学療法士協会編）が発

表され、膝 OA に対する理学療法についてその有効性と推奨度が詳細に示された。しかし、実際

に根拠に基づいた治療を日々提供し成果を上げている理学療法士はどの程度いるだろうか。また、

十分な治療効果を示すことができない患者にたいして「なぜ期待された効果が提供できなかった

か」を明確に説明している理学療法士はどれ程いるであろうか。 
科学的証明は多数の患者を母集団として統計学的に検討されているため、必ずしも自分の担当

患者が検定範囲内に存在するとは限らない。理学療法士として重要なのは、ある治療法が担当患

者に有効かどうか見極め、効率的な治療戦略を展開することである。当院で実施している膝 OA
術後のフォローアップでは、高位脛骨骨切り術後患者の約 30%に歩行時の lateral thrust が残存

し、膝関節痛が残存する傾向にある。このように標準的治療で改善しない症例を見つけ出し、次

の治療手段へと展開している。理学療法士はその病態を正しく評価し問題点に対して正しく治療

することにより有効性が得られ、また患者に感謝されたときこの上ない喜びを感じられる。 
 本セッションでは現在の医療制度と理学療法の変遷がもたらした理学療法士の質低下という問

題を提起し、これを打開するためのガイドラインや科学論文の正しい解釈・実践方法を紹介する。

また当院における変形性膝関節症術後患者の臨床データから得られた新たな知見についても報告

し、患者が望む理学療法士の質とは何かを考えたい。 
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発表��一� 
1 日目 8 月 25 日(土) 
25 日 13:25～14:25 口述発表 I 大ホール

座長 訪問看護ステーションみなみ 絹川裕次 
01 在宅高齢運動器疾患者における身体活動量に影響を及ぼす因子の検討 
  公立みつぎ総合病院 福尾実人 

02 東日本大震災に伴うリハビリ支援を通じて トイレ動作を獲得した一症例 
 聖愛会 ぎおん牛田病院 リハビリテーション科 兼田健一 

03 重症児の訪問リハビリで理学療法士ができること 
 －重症心身障害児の社会参加を目指して－ 

  アマノリハビリテーション病院 リハビリテーション部 田邊裕子 

04 宮島での訪問リハビリテーション ～導入に向けた取り組みと連携～ 
  医療法人社団明和会 大野浦病院 リハビリテーション部 黒瀬雅彦 

05 訪問リハから通所系サービスに繋げた一例について 
―行動変容に基づく介入方法に着目して― 

 医療法人社団清風会 廿日市記念病院 見土裕崇 

 

25 日 13:25～14:25 口述発表 II 小ホール

座長 マツダ病院 山崎重人 
06 成長期投球障害に対する簡易的動作分析の試み 
 広島大学病院 診療支援部 リハビリテーション部門 雁瀬 明 

07 腱板大断裂または広範囲断裂に対し 
Debeyre-Patte 変法を施行した症例に対する経験 

  広島三菱病院 医療技術科 川口貴大 
08 Osgood-Schlatter 病に対し 

後足部・足関節の特徴と下肢柔軟性に着目して介入した 2 症例 
 山﨑整形外科クリニック 萩原絵美 

09 腹臥位と立位では体幹伸展運動時に脊椎の動きは異なるか  
 広島大学大学院医歯薬保健学研究科 浦辺幸夫 

10 HHD と筋電図を用いた下腿三頭筋の筋力測定 －腹臥位と長座位での比較－ 
 医療法人 太田整形外科 リハビリテーション室 麻野佑樹 
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25 日 14:35～15:35 口述発表 III 小ホール

座長 川崎医療福祉大学 小原謙一 
11 深部感覚障害による立位不安定性に対するアプローチ 

～短下肢装具と凹凸インソールの効果～ 
 岩国市医療センター医師会病院 リハビリテーション部 杤本利紀 

12 膝関節屈曲に伴う皮膚伸張性の一事例による検討 －肢位・関節角度による影響－

 清水病院リハビリテーション科 山下正悟 
13 骨盤後傾位での前方へのリーチが 

立ち上がり動作時の体幹，下肢筋群の筋活動に与える影響 
 社会福祉法人こうほうえん 錦海リハビリテーション病院 中臺久恵 

14 起立着座動作の殿部位置の違いによる筋活動特性 
  医療法人昌平会 大山リハビリテーション病院 近藤至宏 

15 背臥位における咳嗽時の体圧分布と接触面積の特徴  
 学校法人古沢学園 広島医療保健専門学校 理学療法学科 上川紀道 

 

25 日 15:45～16:45 口述演題 IV 小ホール

座長 山口大学医学部附属病院 泉 博則 
16 開心術後患者の在宅における心リハ継続阻害因子－運動療法継続率から考える－ 
 ＪＡ広島総合病院 リハビリテーション科 本間智明 

17 肩関節屈曲運動時に肩甲帯や体幹の代償が生じる回復期片麻痺患者に対し、 
上肢交互運動器が有効であった 1 症例 

 西広島リハビリテーション病院 リハビリ部 有末伊織 
18 脳卒中患者の電気刺激と随意運動を併用した訓練効果 

－筋エコーと歩行スピードの変化に着目して－ 
 徳山リハビリテーション病院リハビリテーション科 小川奉彦 

19 脳卒中後上肢運動麻痺に対する 
低頻度 rTMS と集中的リハビリテーションの併用療法の経時的効果 

 清水病院リハビリテーション科 佐伯秀宣 
20 慢性期脳卒中後片麻痺患者に対する低頻度反復経頭蓋磁気刺激と 

集中的作業療法の併用療法が下肢機能と歩行へ及ぼす影響 
 西広島リハビリテーション病院 松下信郎 
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25 日 16:15～17:15 口述演題 V 大ホール

座長 地方独立行政法人下関市立中央病院 宮野清孝 
21 股関節人工骨頭置換術後患者の回復過程における身体意識の変化 
  岡山リハビリテーション病院 大島埴生 

22 100 歳以上の超高齢者における 
大腿骨転子間骨折術後 3 症例のリハビリテーションの検討 

 岡山西大寺病院リハビリテーション科 室巻佳樹 
23 活動性の低下した高齢者に対する体重免荷トレッドミル歩行トレーニングの効果 
  マッターホルンリハビリテーション病院リハビリテーション部 大世渡 渉 

24 健常高齢者と比較した骨折後高齢者の運動機能の特徴について 
 同愛会 博愛病院 リハビリテーション科 松本浩実 

25 脊椎圧迫骨折患者における円背姿勢と身体機能の関連性 
 鳥取県中部医師会立 三朝温泉病院 リハビリテーション科 岩本祐輝 

 
25 日 14:35～15:35 ポスター発表 I リハーサル室

座長 川崎医療福祉大学 国安勝司 
52 前腕支持台付き歩行車が歩行に及ばす影響 ～四脚四輪歩行器との比較～ 
 介護老人保健施設ゆさか 新谷哲平 

53 バランスシステム SD を用いたバランスエクササイズがバランス能力に与える影響

 マッターホルンリハビリテーション病院 リハビリテーション部 濱田 智 
54 知覚-行為循環による運動学習とその治療戦略 

 ～HAL 使用により能力改善を認めた一症例～ 
 特定医療法人茜会 昭和病院 リハビリテーション部 宇野健太郎 

55 ロボットスーツ HAL を用いた運動療法が歩行時の下肢筋活動量に与える影響 
 マッターホルンリハビリテーション病院 リハビリテーション部 中村真樹 

56 ロボットスーツ HAL を用いた歩行訓練 
 －慢性期の脳卒中患者での効果と可能性－ 

 医療法人盛全会 介護老人保健施設 日立養力センター 難波由之 
57 回復期脳卒中片麻痺患者に対する 

装着型歩行アシストロボットを使用した歩行訓練の効果 
 西広島リハビリテーション病院 松本 強 
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2 日目 8 月 26 日(日) 
26 日 9:45～10:45 口述演題 VI 大ホール

座長 庄原赤十字病院 井上和章 
26 パーキンソン病に対する運動療法実施後の身体機能の変化 
  田島医院 細野健太 

27 iNPH 症例における髄液排除試験前後の歩行能力評価 
－Timed Up & Go Test の運動相別時間分析－ 

 JA 山口厚生連周東総合病院リハビリテーション科 川端悠士 
28 「脳卒中患者の適応歩行に向けた治療」－一症例に対する治療での検討－ 
 医療法人 昌平会 大山リハビリテーション病院 荒木大輔 

29 荷重下で反張膝が制御困難な症例に対する筋感覚イメージに着目した試み 
  総合病院岡山協立病院 リハビリテーション部 服部 香 

30 脳梗塞後遺症による片麻痺、廃用を伴う大柄患者が、 
維持期病院で飛躍的に回復し自宅復帰した症例 

  聖愛会 ぎおん牛田病院 リハビリテーション科 山根和男 
 

26 日 9:45～10:45 口述演題 VII 小ホール

座長 広島パークヒル病院 山口雅子 
31 障害者支援施設におけるリハ加算運用に係る 

リハビリテーション実施計画書の開発の取り組みに関する報告 
 社会福祉法人 緑風会 障害者支援施設 緑風園 小野啓生 

32 当院外来リハビリにおける患者満足度調査 
－患者満足度を高めたのはどのような因子だったか－ 

 医療法人社団楓会 林病院 リハビリテーション部 溝口裕章 
33 理学療法士養成制度成立後の拡大過程とその要因に関する一考察 
 医療法人せいざん 青山病院 リハビリテーション科 三上 亮 

34 理学療法教育における屋根瓦式教育の試み 
 －学内における理学療法過程演習への導入－ 

 県立広島大学保健福祉学部理学療法学科 梅井凡子 
35 理学療法士のプロフェッショナリズムに関する意識調査と講習会開催経験 
 広島市総合リハビリテーションセンター 甲田宗嗣 
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26 日 13:20～14:20 口述発表 VIII 大ホール

座長 興生総合病院 石田 勝 
36 抗精神病薬が ADL に及ぼす影響 －リスペリドンについて－ 
 出雲市民リハビリテーション病院 曽田悠介 

37 回復期病棟に入院中の脳卒中患者に対する胸郭可動域練習が、 
最大呼吸流速と胸郭可動性に与える影響 

 社会福祉法人こうほうえん 錦海リハビリテーション病院 永岡直充 
38 当院における回復期心臓リハビリテーションの経験 
 社団法人巨樹の会 下関リハビリテーション病院 齋藤裕一 

39 回復期病棟退院時の大腿骨骨折患者の特徴 
 アマノリハビリテーション病院 リハビリテーション部 高橋明日香 

40 当院におけるリハビリテーションの取り組み 
 日本原病院 松浦真也 

41 当院での退院後訪問の取り組み ―これまでの経過と今後の課題― 
 養和病院 松永美幸 

 
26 日 13:30～14:30 口述発表 IX 小ホール

座長 浜脇整形外科病院 葉 清規 
42 膝前十字靭帯再建術後の下肢筋力と片脚垂直跳び能力の継時的変化 

‐術後 6 か月後と 12 か月後の比較‐

 広島大学大学院医歯薬保健学研究科 森山信彰 
43 膝 OA に CB ブレースを使用し機能改善した一症例 

 －運動療法の限界と装具療法の可能性－ 
 松江生協病院リハビリテーション科 堀江道人 

44 変形性膝関節症に対する MTA 効果検証 ―シングルケース実験計画法を用いて― 
 光輝病院 理学療法部 藤井美次 

45 人工膝関節置換術後における 
JOA スコアの経時的変化と術後在院日数の関連について 

 財団法人操風会 岡山旭東病院 リハビリテーション課 手島優子 
46 TKA 後 18 日目の歩行能力に影響する術前因子の検討 

‐Knee Society Clinical Rating System を用いて‐ 
 倉敷中央病院 リハビリテーションセンター 熊代功児 
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26 日 14:45～15:45 口述発表 X 小ホール

座長 広島大学病院 對東俊介 
47 左下腿切断術後、透析患者の姿勢アライメント改善によって、 

ADL の改善を経験した症例の一考察 
 医療法人 盛全会 岡山西大寺病院 山本拓也 

48 右前腕部シャントを有する 
右上腕骨骨幹部骨折に対するリスク管理と運動療法の 1 考察  

 医療法人 盛全会 岡山西大寺病院 吉野修平 
49 人工透析を呈した大腿骨転子間粉砕骨折術後の栄養状態と運動療法の 1 考察 
 医療法人 盛全会 岡山西大寺病院リハビリテーション科 佐藤 裕 

50 CGM により血糖値改善が得られた２型糖尿病の１症例 
－運動療法に於ける CGM の使用経験－

 JA 山口厚生連 周東総合病院 リハビリテーション科 溝口 桂 
51 運動頻度とインスリン抵抗性との関係について 
 玉野市立玉野市民病院 杉野真一 

 
26 日 13:30～14:30 ポスター発表 II リハーサル室

座長 広島市立安佐市民病院 谷口亮治 
58 障害者スポーツにおける理学療法士の役割 

 －おいでませ！山口大会 チーム帯同での経験－ 
 下関リハビリテーション病院 林 修平 

59 採型時の骨盤の傾きが硬性コルセット装着時のずれに及ぼす影響 
 生協さえき病院 リハビリテーション科 吉尾壮平 

60 当院における人工呼吸器装着患者の入院前 ADL が転帰に与える影響について 
 津山第一病院 松本和久 

61 当院における在宅復帰に影響を及ぼす特徴 
  福島生協病院 リハビリテーション科 西川 準 

62 当院大腿骨頚部･転子部骨折患者における栄養状態の検討 
 津山第一病院 森本幸子 

63 当 DS 利用者の運動介入による効果検証 
 飛翔会グループ デイサービスセンターケアウイング曙 安田剛郎 
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26 日 14:45～15:45 ポスター発表 III リハーサル室

座長 済生会呉病院 永尾 進 
64 筋硬度計を用いたポジショニングの客観的評価の検討 
 広島赤十字・原爆病院 リハビリテーション科 吉本尚記 

65 若年成人女性における 
仙腸関節不安定テストによる仙腸関節部愁訴と身体特性の関係 

 鳥取大学医学部附属病院 リハビリテーション部 松田理咲 
66 人工股関節置換術後の運動習慣が身体機能に与える影響について 
 中国電力(株)中電病院リハビリテーション科 小川健太郎 

67 大腿骨近位部骨折例における歩行開始と下肢荷重率左右差の関連 
 JA 山口厚生連周東総合病院 リハビリテーション科 澄川泰弘 

68 当院における両側同時人工膝関節単顆置換術術後患者の運動機能の回復について 
 川崎医科大学附属病院 リハビリテーションセンター 吉村香映 

69 歩行における下腿三頭筋の周波数パワーの差異 
－wavelet 変換を用いた動的筋電図周波数解析－ 

 社会医療法人 全仁会 倉敷平成病院リハビリテーション部 妹尾祐太 
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����������������������������������������

������������������ � ���������������������

��������������������������������� � ������

��������� ��������������� �� � �����������������

�������������������������� ��� ������������

��������� �� �����������������������������

������� �� ������������ � �� ������ ������������

������ ��� ��� �����������������������������

����������������������������������������

����                                           

������������������������ �� ��������������

������������������������������ � �� �� � � � ���

����������������������������������������

�������� � �� � ����������������������������

� � ��������������������������������������

����������������������������������������

�����������������������������������������

���� � ������������������������� ���������� �

����������������������������������������

���������                                     

����� � � ���������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����� 

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

�������������������������������  
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����������������が����� 

������������������� 
  �� ���� �� ����� �� ���� �� �������� 

�������������� ������������ 
 

key word���������������������� 
 
[����] ����������������������������������

����������������が�����������������������

�����������������������������������������

��������������������������������������が�

���������������が������������������������

����が����������������������が������������

����������������������������� 
 
[����] ����������������� 3 ��10 �� 6 ����������

が 4 ������が 2 ����������������� 6 ������������

���������������� 5 �����������������������

������������ 
 
[��] ������������������������が�����������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

������������������������������が���������

�����が����������������������������������

����������������� 
  
[��] �����が������������������が�����������

������������が��������が������������������

����������が������������������������������

����������������������������������������

������������������������������������が����

����������������������������������が�����

が���������������������������������������

���������������������������が������������

������������������������������ 
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宮島での訪問リハビリテーション 

�導入に向けた取り組みと連携� 

黒瀬 雅彦１） 植西 靖士１） 松村 美映１） 
医療法人社団明和会 大野浦病院１） 

 
Key word：訪問リハビリ、地域性、連携 
 
【はじめに】大野浦病院（以下当院）は、広島県西部に位置し、対岸に宮島を眺めること

ができる。当院では H18 年 5 月より理学療法士、言語聴覚士の訪問リハビリテーション（以

下訪問リハ）を開始している。訪問地域として、廿日市（旧大野町）、大竹市としていたが、

宮島への訪問依頼があり、H20 年 3 月より宮島での訪問リハを開始している。今回、導入

に向けての取り組みと、島内での連携について報告する。 
【検討課題】訪問開始に伴い、①訪問リハビリの必要性についての検討②訪問リハビリ対

象者の把握③交通手段の検討④交通費用の検討（渡航費）⑤訪問回数の検討⑥島内関係者

との連携について検討を行った。 
【方法】①訪問リハビリの必要性では、島内ケアマネージャーとの協議の中で、多くのリ

ハビリ対象者がいることが分かった。また、島内にリハビリ関連施設がないため、専門的

な介入が行われていなかった。②訪問リハビリの対象者では、H20 年の開始当初では 2 件、

H21 年では 2 件、H22 年では 3 件、H23 年では 2 件の新規開始となった。紹介元では、島

内ケアマネージャー7 件、島外ケアマネージャー1 件、島内医師 1 件であった。③交通手段

の検討では、島内に車を乗り入れ移動することとした。④交通費の検討では、フェリーに

て渡航が必要であり、保険外利用者負担として 1 回 340 円（大人一人往復料金）の交通費

を設定した。⑤訪問回数の検討では、移動時間が片道 40 分かかることや、島外での訪問件

数増加により、1 回／週の訪問とし曜日を固定した。⑤島内関係者との連携では、事前の情

報提供により訪問リハビリの必要性や目標を協議した。初回訪問時では島内の居宅支援事

業所・クリニックへ直接足を運び、情報共有し連携を強化した。また、島内デイサービス

や訪問介護スタッフが訪問リハビリ中に集まり、リハビリや動作指導を行う機会を設けて

いる。 
【結果】宮島への訪問リハビリが、H20 年 3 月より継続して実施できている。また、1 回

／週の訪問リハビリではあるが、島内サービス提供関係者との連携により、対象者への統

一した関わりが図れた。 
【まとめ】地域格差を縮小していくため、宮島という特殊な地域においても訪問リハビリ

が必要である。島内関係者との連携強化により、限られたサービスの中で効果の高い関わ

りを追及していく必要がある。 
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訪問リハから通所系サービスに繋げた一例について 

�行動変容に��く介入��に�目して� 
�� �� 1） �� �� 1） �� �� 1） �� �� 1）�� � 2） 

����社���会 �日���病院 ���リハビリテーション� 1）診�� 2） 
 
key word�危険回避、行動変容、自己効力感 
 
�はじめに� 
 当院の訪問リハビリテーション（以下、訪問リハ）は、在宅復帰した利用者が、自由度

を高め生活の幅を広げるためには自宅での危険(リスク)を回避することが重要と考え、退院

直後に危険箇所の確認と回避を目的とした支援を行っている。また、外出機会を作るため

に通所系サービスの利用を促している。今回、回復期リハ病棟から在宅復帰したものの、

外出や通所系サービスの利用を拒否し続けた利用者へ、行動変容の過程を追っての介入や

取り組みを行って通所系サービスの利用に至ったことを経験したので報告する。 
�経過� 
平成 19 年 4 月に厚生労働省が発表した「標準的な健診・保健指導プログラム」では、行

動変容には健康行動に対する準備性によって、前熟考期、熟考期、準備期、実行期、維持

期の５つに分類することができるとしている。現在の望ましくない行動（例えば不活動）

を、望ましい行動（例えば活動の活性）へ変えていき、その行動を継続することが目的と

される。そのためには、成果を得るための行動をいかに始めてもらい、継続してもらうか

が重要なポイントとなってくる。利用者の言動を注意深く観察し、行動変容の各過程での

特徴を踏まえながら、情報提供や適切な目標設定、アプローチなどを意識的に行った。ま

た、成功体験や心身の変化に対するフィードバックを継続して行い、訪問リハ開始から約 6
ヶ月後に通所リハの利用開始に至り、1 ヶ月間休むことなく利用を継続したことを確認して、

訪問リハ終了となった。 
��果� 
 今回、行動変容の過程を追っての主なアプローチとして、前熟考期、熟考期では閉じこ

もりによるリスクを説明するなどの情報提供を行った。また、自宅での生活の安全を確保

しつつ、残存機能を活かしての日常生活動作の再獲得を図った。準備期では家族への情報

提供も行い、家族の協力が得られることを後押しとして行動が実行できるように働きかけ

た。実行期、維持期では外出先（通所リハなど）での具体的な活動内容の提案やその効果、

生活の自由度が拡がることの重要性（余暇活動にも繋がる）についても利用者や家族と一

緒に考え、自己効力感（セルフ・エフェカシー）を高めて持続してもらうための助言や指

導を行い、通所リハ利用継続に至った。 
�お�りに� 
今回、情報提供を行うために社会資源情報等を持っておくことや、適切な時期に助言や

指導を行うことの重要性、利用者が実行に移るまでの難しさを実感することができた。 
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��������������������� 

 
�� � 1）�� �� 1）�� �� 1）�� �� 2）  

������ ����������� 1）  ������ ���������� 2） 

 
 
key word�����、����、��  

 
[���� ] ��������������、���������������� 30��

���や����ら����������������。�� Takahara ら�、����

������������������������������、���������

�������。���、��������、�����������や�������

��������������������、�������������������

���������。���������、��������������������

�����������������������������������。  
 [�� ] �������������������� 16 ��������������

�。�������、�������������、�����び����������

����（EX-FH20、CASIO）�����（210fps）。�ら������������ (Image 
J、Wayne Rasband)�������������������。����� Dillman ら

� � � � � � � � � � 、 Wind up、 Early cocking 、 Late cocking、 Acceleration、

Deceleration、Follow through ���。������������、���������

�������� 1 �、5 ������。��、���������び��������

�������、�����������。  
[�� ] ��������������、Wind up �����������（�� 18�→

�� 9�）や Early cocking �����������（��������� 75�→�� 90�）

������������������。��ら�������������、����

��������（������ 15m→70����、VAS 5/10→1/10 ���）。  
[�� ] �������������������������������、����

び������������������������。��������������

�������������������������、Wind up ����������

び Early cocking �������������題����������、�������

�������び��������������。���、�������������

�������������、�����������������������や��

���������ら�����。��、������ら��������������

������������、�ら����������。      
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���������������� 

Debeyre-Patte �法������������� 
��  �� 1) ��  宏 1) ��  �� 1) ��  晋 (MD)2) ��  �� (MD)3) ��  �� (MD)3) 

������  ����� 1)  ������  ���� 2)  ������  ���� 3)  

 
key word：Debeyre-Patte �法�����  

 
[���� ] 
  �������������������������������� patch graft 法

������������������������������Debeyre-Patte �法�

������������������������������  
[�� ] 

������������������������Debeyre-Patte �法������

性 2 ���性 2 ��� 4 ������ 64.3±8.6 ������������������

����������������������  
[��法 ] 
 3cm �������������������������������������

����������������性�����������������������

����������������������������������������

�����������性����������������������������

�����������性����������������������������

��������������������������� 2cm �����������

�����������������������  
[�� ] 
 ������� 60���������������法����� 1 ����� 90��

�������4 ������ 15�������6 ����� 90�����������

���0�������8 ����������3 ����� MRI ����������

�����������������������������  
 3 ��������������� 150±8.16���������� 133.75±7.5���

���� 26.25±7.5������  
[�� ]  

Debeyre-Patte �法������������������������������

����������������������������������������

�����������������������������������������

�����������������  
 ���������������������������������������

������������������������������  
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���������������� ��������������� 

�������������� � �� 

�� �� ��  �� �� �� 

����������� ��  

 

��� ��������������������� ��������� 

 

������ ���������������� ��������������������������

����������������������������������������

������������������� � ����������������� 

���� ���� ���������������� �����������������������

������������ � �������� ������������ � �������

������������ ���� �������������������������

���� � ������� ���������������� �������������������

���������� 

���� � ������������������������������������

������������������������������������������

�����������������������������������������

����� ������������������������������������

����������������������������������������

������������������������ 

���� ����������������������� ������� � � ����

�������� � ���������������� ���������������

����������������������������������������

������������ � ���������� ������ ������������� �����

����������������������� ���� ������� ������� ����� �����

�������������� ���� ��������� �������������������

������������������������ ������ � ���������

���� � �����������������������������������

���������� � ��������������������� ��������

����������������������������������������

������������� � ���������� ����� �����������������

��������� � ������������������������ ���� ��������� 

���� ���������������� ����������������������������

�����������������������������������������

����������������������������������������

������������������ 
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������������������������

�� 
�� �� 1�  �� �� 1�  �� �� 1) 

���������������� 1) 

 
key word�����������������������  

 
[�� ]�������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

��������������������������  
[�� ]������������������ �� ������ �������� ����� �����

���������� ����������� ����� 

[�� ]��������������������������������������

����� � ����� � ����������������������������

���������������������������������������

������������������������������������� �� ��

����������������������� � ����������������

����������������������������������������

����������������������� �� �������������� ��

����� � ���������� � �������������������� 

[�� ]������������������������� ����������������

� �������������������������������������������

������������ ��������������������������������

��������������������������������������������

����������������������������� ��������������������

�������������������������� 

[�� ]�������������������������������������

�������������������������������� �����������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

�������������������������������������� 
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HHD と筋電図を用いた下腿三頭筋の筋力測定 

�腹臥位と長座位での比較� 
麻野佑樹 1)  垣内秀雅 1)  古谷明子 1)  渡部真紀 1)  栁沼寛 1)         
中光ひとみ 1)  宮本進太郎 1)  坂村菜々子 1)  青木辰徳 1) 中森誠也 1) 

太田整形外科 リハビリテーション室 1) 
 

Key Word：HHD、筋電図、下腿三頭筋 
 
【目的】 
 下腿三頭筋は主要な下肢抗重力筋の一つであり、歩行時のつまずき転倒と密接に関わっ

ている。筋力測定には徒手筋力検査や Hand Held Dynamometer（以下 HHD）を用いた測

定が主流である。HHD を用いた下腿三頭筋の筋力測定の先行研究では、長座位において

Intraclass Correlation Coeffiient（以下 ICC）が高く再現性に優れているという報告があ

る。しかし、臨床では骨盤前後傾中間位の長座位は困難であることをよく経験する。本研

究は腹臥位での下腿三頭筋の筋力測定法を考案し、HHD と筋電図を用いて長座位の方法と

比較することで、その妥当性・再現性を検討した。 
【対象と方法】 
 対象は健常な女性 15 名、年齢は 25.4±3.7 歳の右下肢とした。対象者に本実験の目的を

十分に説明し、同意を得た上で実験を行った。筋力測定には HHD（μTasF1，ANIMA 社）、

筋電図（EM-501M、酒井医療株式会社）を用い、腹臥位と長座位を比較した。HHD セン

サーは中足骨底部に接地させ、固定用ベルトを使用して腹臥位では足関節背屈位に、長座

位では足関節底背屈中間位となるように調整した。筋電図の電極は腓腹筋内外側頭に貼付

した。対象者に足底屈方向の等尺性収縮を 5 秒、30 秒休息で 3 回測定し、その平均値を採

用した。分析方法として、対応のある t 検定、ICC、ピアソンの相関係数を用いて検討した。 
【結果】 
 腹臥位での測定結果は検者間信頼性が ICC で 0.95 であった。下腿三頭筋筋力の平均値は

腹臥位 355.6±146.4N、長座位 322.4±167.5N であり、両者の間に有意な差はみられなか

った。また、HHD と筋電図の測定結果の相関は腓腹筋内外側頭ともに 0.7 以上であった。 
【考察】 
 結果より、ICC は 0.9 以上であり再現性は高いといえる。腹臥位と長座位の筋力を比較し

たところ有意差はないため、姿勢による影響はないと考えられる。また、筋力と筋出力は

0.7 以上の正の相関であることから、筋出力の観点でも良好であるといえる。したがって、

本研究で立案した腹臥位での下腿三頭筋の測定は再現性のある測定であり、臨床上の使用

に耐えうる測定法であると考えられる。 
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������������������������ 

������������������ 
�� ��   �� ��   �� ��  

�������������� ����������  

 
key word���������������������  

 
[���� ] ����������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

��������������������������������������  
[���� ] �� ��������� �� � � ���������������������

�������������������������������� � ����� �����

����������� ������ ��� ���������������������

���������������������題������������������

������������������������������������ �������

���������������������������������������

����������������������������������  
[����� ] �����������������������������������

����������������������������������������

������������������� ��� �������������������

��������������������������������������� 

[�� ] ���������� �������� �� ������������ �� �����������

����������������������������� �������������� ����

� ������������������������ ���������� ���������������

������������������������� �����������������

���������������������� 

[�� ] ������������������������������������

�������題�������� �� ����������������������

����������������������������������������

������������ �����������������������������

��������������������������������� ��������

����������������� �������������� ��������� �������

������������������������������������� �� �

����������������������������������������

�������������� �� ������������������������

���������������������������������������  
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膝関節屈曲に�う皮膚伸張性の一事例による検討 

�肢位・関節角度による��� 
�下 �� 1）  �本 �� 1） �� �宣 1）  

��病� �����ーシ�ン� 1）  

 
 
key word�皮膚伸張性、膝関節  

 
[目的 ]「皮膚、骨格筋、靭帯、関節包といった関節周囲軟部組織のすべてが拘縮の責任病

巣となる」とあるように皮膚の伸張性低下は関節可動域制限をもたらす要因の一つである。

臨床においても人工膝関節全置換術や、大腿骨遠位部骨折・下腿近位部骨折等の術後では、

皮膚癒着による伸張性低下が膝関節の関節可動域制限の要因となっているように感じる。

そこで今回、健常膝関節屈曲時に膝周囲の皮膚がどのようにどの程度伸張されるのかを明

らかにすることを目的とし、一事例により検討した。  
[対象 ]体幹および下肢に機能障害の既往を有さない健常者 1 名（20 歳代男性）とした。  
[方法 ]膝関節屈曲運動を、大腿骨を固定し脛骨を屈曲する単関節運動と、大腿骨と脛骨が

同時に運動する複合運動の２群に分けて計測を実施した。その際、下肢伸展位にて上前腸

骨棘下縁から膝蓋骨下縁を通り内外果の中点までの直線を基準線とし、膝蓋骨下縁を基準

点とした。そして基準点から近位および遠位方向に 20cm を上限とし 1cm 間隔に印をつけ

た。両群ともに膝関節屈曲 30°、60°、90°、120°、150°時の各 2 点間距離を計測し

た。その計測値をもとに、総伸張距離、各関節角度での伸張率（伸張率＝各関節角度での

伸張距離 /総伸張距離×100）、各関節角度での伸張パターン（グラフ化して視覚的に判断）

を用いて比較し検討した。なお本研究はヘルシンキ宣言に則って実施し、対象者には研究

の方法及び内容を説明し同意を得た。  
[結果 ] 単関節運動での皮膚伸張距離は膝関節屈曲 30°で＋1.3cm、60°で＋5.0cm、90°
で＋6.8cm、120°で＋8.5cm、150°で＋10.9cm となり、膝関節 0°から 150°屈曲した

時の総伸張距離は単関節運動 10.9cm であった。複合運動では 30°で＋1.3cm、60°で＋

4.1cm、90°で＋6.3cm、120°で＋8.1cm、150°で＋11.9cm となり複合運動での総伸張

距離は 11.9cm であり複合運動の方が総伸張距離は大きかった。  
伸張率は単関節運動膝関節屈曲 30°、60°、90°、120°、150°の順に、11.9％、33.9％、

16.5％、15.6％、22.0％で膝関節屈曲 60°の時が最大であった。複合運動では、10.9％、

23.5％、18.5％、15.1％、31.9％で膝関節屈曲 150°の時が最大であった。  
また伸張パターンについては、遠位方向では複合運動の方が、近位方向においては単関節

運動群の方がより伸張されていた。  
[考� ]単関節運動と複合運動で相違した結果が得られた。これは複合運動の場合、股関節

周囲の皮膚が短縮状態にある結果から生じたものであると考える。  
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�������������������� 

��������������������� 
�� �� ��  �� � �� 

 ������������� ������������ �� 

 

 

��� �������������������������� 

 

���� 

���������������������������������������

������������������������������������������

���������������������� ��� ����������������

����������� 

�������� 

������������������ �� ����� � �������������

�������������������������������������������

���������������������� ����������������������

���������������������������������������������

����������������������������������������

������ �����������������������������������

������������������������� �� �������������

� ��� �� � ������������ � ���������������������

��������� �� ������� ��� �������������������� 

�������� 

����� ��� ������������������� ���� ������������

� ������������������������������������������

����������������������������������� ������

������������������������������������������������

��������������������� ��������������������

������������������ ��������� ����������� ��������

������������� �� ������ ������������ ���������� ��

���������������������� �������������������

�������������������� �� ������ ���������������

�� ���������������������������������������

����������������������������������������

������������������������ �����������������

������������������ ��� ���������������� 
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������の����の���������� 
 

��� ��� 1)� ��� ��� 1)� ��� ��� 1)� �� ��� 2) 
�������������� 1)� ���������������������� 2) 

 
Key word� ��� ��� ����� 
 
�����������は，��や����������������������。�

��，������は，������������，����������������

�������。�の�����の�����������，����は�������

�������������������，�の�����������������。 
������は，������ 4 ������ 22.25 �，�� 173.25cm ����。��

�������������の�������，���の��������������

�����。����は，��������の������の 1/2 �，��� 90����

�������（�������）。��，������は����，��������

の������の 1/4 �������������，3/4 �����������。��

��，2 ��の�����������の�の����������。�����の��

�は PowerLab（ADInstruments �）����， ���������は 1,000Hz ���。

���は����（RF），�����（BF），����（TA），���（GA），���（GM），

���（RA），�����（ES）�����の 7 ����。�����の�������

�����������������������。����の��，��の��� 100％
�����，������，RF ������の�������（RF 比）。��，���

������� 0.1 ������，������������の����の 2 �����

�����������，�の������（Duration Time：DT）。 
���������は�の���比��，���� RF 比��������，�� BF は

����（RF 比 0.71），GA の�����������（RF 比 0.64）。��，RF（0~2s），
GM（0.7~1.7s）の DT は����。�����は���� RF 比は��，�� BF（1.68），
ES（2.24）は���比�������。�����は���� RF 比は������，TA
（2.25）・GA（0.66）は�����の�����。��，GM（0.8~1.5s）の DT は���

�。����は���� RF 比���，�� ES（1.75）は���比�������。��，

RF（0.4~2�），GM（0~2s）の DT は����。 
���������は��������，RF の������������������

��，��� BF は������������������。��������は��の

�������������の BF や ES の�����������。��������

���の�������，ES の������，���������� RF，GM の���

����������������。 
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����������������������� 

 
���� ��2� ���� �� ���� �� ���� �� ��� �� ���� �� ���� �� 

���������������� �� ���������� ������ 2�  

 
key word������������  

 
[�� ]�������������������������������������

����������������������������������������

����。�����������������������������������

��������������������������������。�������

����������������������������。�����������

�������������������������。��������������

����������������������������������������

��������������������。  
[�� ]����� �2 ���� �� ���� ��������2����� �������������������

2������2����� ����������������。  
[�� ]������������������������������������������������� 

����������������������������������������������

�������������������。��������������������

����������������������������������。�����

����������������������������������������

���������������������������������。������

�������������� ����� ��� ��������������。������

������������� ������������ ��������������� �������。��

���������������������������������������

�����。  
[�� ]���������������������������������。���

���������� ����2��2�����2������ ��2����2�����2������ �����

������ ��2 �������������������������������� ��������。

������������ �������������2������ �������������2������

�������������2 �������������������������������������

������������������������。  
[�� ]�������������������������������������

������。���������������������������������

����������������������������������������

���������������������。  
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���������������������� 

�������������� 
�� �� 1） �� �� 1） �� � 2）  

JA ������ ���������� 1） ������ 2）  

 
key word��������������  

 
����������������������）������������������

����������������� ���� ��������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

���������������� 

�����������������������������������������

���������� 

�������� � � ��� ���� � � ������������������� � �����

����������������� �� ����� �� ���� �� ������ ���� ��

����������������� ��� ������ 

������������������������������� �� ��������

������������������）�����������������）���

�����������������������������������������

������������� 

�������� �� �����）���������� �� ������������� ��

����������� ���� ����� �������）���� �� �����������

� � ��� ��������� ������ ������� ������������������

������� �� � ��� ���������������������������� ������� �� ����

�������������������������������� �������� ��������� �� �

� � � ��� � ������������������ � � � � � � ����� � ����� � � ����� � ����� 

��������������������������������������� � ��������

� � ������������������������������������������ �� �

��������� � ���������������������������� �� �������

��� �� ����������������������������������� � �

��������� � ��������������� 

�����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

�������������� 
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��������������������������

���������������������� 1 �� 
�� ��（PT） 1）�� ��（OT）1）�� ���（PT） 1） 

 ��� �������������� ����� 1） 
 
key word���������������� 
 
[��] ������������������������������������������

�����������（����）�������������������������� 
[��] ��� 50 ������� 170 ���� 59.5 ㎏�������������（1 ���）���

���������48 ����������������������� Brunnstrom Recovery Stage
（Brs.）�����������������（���）� 160 �������（��）� 120 ���

�（�/�）� 7kg/43kg �����������������������������������

���������� 
[����] �������������������������������������� 120
����������������������������������������������

����������������������������������������������

���������（�����）������������������������������

���������������� 10 ��������������������� 70 ������

3 ��������112 �����������������������������������

����������������������������������������������

（156 ���）������� 
[�����] ��������������������������� 125 ��� 165 �����

������������������� 10 �������������������������

��� Brs.������������������ 180 �������� 120 ����������

���������������������������� 170 ����� 11.9 ㎏/44.9 ㎏�����

������ Brs.������������������ 175 ����� 18kg/45kg ��������

�������������������������������������������� 
[��] ������������������������������������������

����������������������������������������������

����������������������������������������������

����������������������������������������������

����������������������������������������������

�����Kumar �������������������������������������

����������������������������������������������

���� 

演題番号 17 



− 62 −

発
表
演
題
（
第
１
日
目
）

�����の������������������ 

������������の�������� 
�� �� 1）  �� �� 1）  �� � 2）  

������������� ���������� 1） ������� MD 2）  

 
key word����������の��、����、������  

 
[�� ] ��、��������������������の������������

��、���������の�����������の��は������で��、��

������の���������������������������、�����

��������������の��、������の������ので�������� 
[�� ] ��は 70 ����（�� 1）、50 ����（�� 2）の�������� 2 �の

�������������、2 �����は��の���������、������

����  
[�� ] ����は����� Superkine ����、����������� 15～30mA
で 3 秒��、3 秒�����で��������������������������

���、���������������は�������は 50 ��2 ���、����

���は 30 ��2 ���+40 ��1 ���������は� 5 �で 4 ���������

����� SIAS の foot pat test、10m �����（���� 2 �の��）、����

（ALOKA pureHD）�������������� foot pat test、10m �����は�

����������の A-B ���、��������は����の��������  
[�� ]  foot pat test ����は A �（���）�→B �（���）�→B ������、

�� 1 は 2→2→4、���は 0→0→2 ����������で�������10m ���

������は A �（���）�→B �（���）�→B ������、�� 1 は 14 秒

90→14 秒 27→11 秒 99、�� 2 は 24 秒 05→22 秒 72→14 秒 97 ����������で

���������、�������の�������������は、�������

����、�� 1 は 18.6mm→19.4mm、�� 2 ����は 19.3mm→20.9mm �����

��������������  
[�� ] ��の�����������で���������で���������の�

��で���������の�������������、�������������

�、��������������������、���の�������������

��、���で����の���は 17～20 �の������で 10～12�の������

��������、��の���������������������������で、

���������の������のでは��������������は、�����

��������、�����の�������������������������

���の�������、�の��������������������は、��の�

�で����������������������������  
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脳卒中後上肢運動麻痺に対する低頻度 rTMS と    

集中的リハビリテーションの併用療法の経�的�� 
�� �� 1）  �� ���） �� �基�） �� ��） �� ���）  

�水�院 リハビリテーション課 1） 東京慈恵医科大学リハビリテーション医学�� 2）  

 
 
key word：脳卒中、上肢運動機能、反復性経頭蓋磁気刺激  

 
[ は じ め に ] 当 院 で は 脳 卒 中 後 上 肢 麻 痺 に 対 す る 低 頻 度 反 復 性 経 頭 蓋 磁 気 刺 激

（low-frequency repetitive transcranial magnetic stimulation 以下 低頻度 rTMS）と

集中リハビリテーションの併用療法を 2010 年 2 月より開始し、Kakuda らの報告と同等な

治療成績をあげている。しかし、運動機能改善パターンは症例毎によって異なっている印

象を受けている。本研究では運動機能改善パターンを明らかにすることを目的とし、将来

的に症例の特徴毎に応じたプログラムの提案を行うことに繋げることを主目的とした。  
 [対象と�法 ]対象は脳卒中後上肢運動麻痺を有し、主治医により上肢運動機能改善がプラ

トーと判断され、原則当院の磁気刺激治療適応基準を満たした者とした。また 2011 年 9

月 3 日から 10 月 15 日の期間に当科に入院され、15 日間の当院治療プログラムが施行され

た患者のうち、ボトックス投与患者を除外した全 13 名(平均年齢：64.8±10.2 歳．性別：

男性 8 名、女性 5 名．臨床診断：脳梗塞 7 名、脳内出血 6 名．発症後期間：1643±936 日．)

とした。また上肢および手指 Brunnstrom stage2-6 であった。各対象は、1 日 1 回 40 分間

の健側大脳への低頻度（1Hz）刺激、1 日合計 120 分間の個別リハビリテーション、患者の

体力に応じた自主練習からなる治療セッションを、15 日間の入院期間中に 10 セッション

施行された。低頻度 rTMS は MagVenture 製の MAGPRO R30 Stimulater を用い、当科医師に

より施行された。上肢運動機能の評価として Wolf Moter Function Test performance 

time(以下 WMFT-pt)を採用し毎日計測した。WMFT-pt は 1 課題につき 3 回計測し、平均値を

採用した。本研究の統計解析は、反復測定分散分析を用い、post hoc 検定として Tukey test

を実施した。統計は SPSS11.5J を用い有意水準は 5%未満とした。また本研究に先立ち、東

京慈恵会医科大学および当院の倫理委員会の承認と、且つ全患者から同意書による同意を

得た。  

[�� ]対象者全員が低頻度 rTMS の副作用なく最後までプログラムを遂行した。WMFT-pt に

おいて、反復測定分散分析は有意差を認め(F(2.522、30.262)=9.459、P＜0.01)、post hoc

検定では、1 回目と有意差を認めたものは 7、8、9、10 回目であった。改善パターンとし

て①日々著明に改善②徐々に改善③ある日に急激に改善の 3 パターンを示した。 

[考� ]全症例ともに改善を示したが、その改善パターンは様々であった。これは運動麻痺

の程度、当院治療開始までのリハビリ状況等から違いが生じたと考える。  
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��������������������������

����������������下���������

��� 
�下��� ������ ������ ���� ����� ����� ����� 1)� ���� MD 

�）� ��������������� �����������  
 
key word���������� �������� �� 
 
[��]���������������������������、��������������下

��� rTMS）������������� NEURO-15 �������NEURO-15 ��������

����、下������������������������������、NEURO-15 ���

下�������������������������� NEURO-15 ���下���������

������� 
[��]��� 2010 年 10 月 26 日�� 2011 年 10 月 14 日������ NEURO-15 ���������

����� 41 ��20 ������ rTMS、60 �������、60 ���������������

������ 1 日 2 回 15 日��������������������、下�����������

�������������、Fugl-meyer Assessment��下 FMA）、Wolf Motor Function Test��

下 WMFT）、Simple Test for Evaluating Hand Function��下 STEF）、�������������

下 JSMID）、Modified Ashworth Scale(�下 MAS)、Stroke Impairment assessment Set、10m ���

��、Timed up and go test、Wisconsin Gait Scale��下 WGS）��������、�������

����������������������������������������������

�������������� Wilcoxon ��号��������������� 5������� 
[�����]����������������������������������������

���������� 
 [��]��������� FMA、WMFT、STEF、JSMID、MAS ���������������

<0.01）�下��������������均 5.1±7.2 ��� 7.4±6.6 �、��0.03）�������

��、��� WGS ����������� 21.0 ������� 20.4 �、�<0.01）��������

均 0.90±0.09 �� 0.92±0.09、�=0.03）���������������������������

������ 
[��]NEURO-15 ����������������������、���下�����������

���������������������、��� rTMS ������������������

����������������������������������� rTMS �下������

���������������、���下��������������������������

�� 
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股関節人工骨�置換術後患者の 

回復過程における身体意識の変化 
大� �生����    

��リハビリ�ー��ン病院 リハビリ�ー��ン���  
�立��大学大学院 ����学����  

 
key word�大腿骨�部骨折、言語記述、身体意識  

 
[はじめに ] Jorgensen は股関節人工関節置換術後の患者と担当理学療法士に半構造化イ

ンタビューを行い、両者の思考の違いについて質的に分析した。理学療法士が“物理的な

身体”と“社会 /文化的身体”を分けて考え、治療には前者のみを優先し、後者の身体観を

あくまで会話のための知識としてしか用いないことを指摘した。そして、その論文の一節

に「先生はよくなったというけど私はそうは思わないの。」という患者の言葉を記している。

それでは患者が語る回復とは何であろうか。今回、治療経過とともに得られた患者の主観

的な言語記述を拾い、その回復過程における患者の身体意識の変化について示唆を得たの

でここに報告する。  
[対象・方法 ] 80 歳代後半の女性。右大腿骨頸部骨折受傷し、急性期病院にてγ‐nail 手
術を施行し、当院にリハ目的に入院となった。HDS-R20 点でやや見当識の問題が示唆さ

れたが、会話やリハ実施に当る際の問題は見られなかった。入院時は車いすを使用してい

たが、退院時には伝い歩き可能となり、身の回りのことは自身で可能となった。リハ介入

としては股関節の求心性情報の統合及び運動イメージの構築を主眼においた治療介入を行

った。リハ場面において患者との対話の一部を紙面にまとめ、分析を試みた。本症例には、

個人情報収集の目的と利用の範囲を説明し、紙面にて同意を得た。  
[結果 ] 患者から得られた言語記述の内容を分析し、大別すると“身体表象”、“痛みへの

意識”、“運動への意識の関与”、“心と身体の関係性”という概念が得られた。患者の言語

記述の一部を以下に抜粋する。入院時は「意識せざるを得ない。動かすというふうに考え

ながらしなければならない。動く前に整理しなければならない。左は自然に曲がるけど、

右は曲げようと思わないと曲がらない。自由に動かず、心と体が別だと思うことがある。」

であった。退院時は「今はスーッという感じ。考えなくてもよくなった。右足は柔らかく

なった。膝を立てるときサッと立つ。話を聞きながら心と体は一つだと思うように感じた。

以前は右は右、左は左と分けていたけど今はどっちがどうという感じはない。」であった。 
[考察 ] 初期の頃は運動の際に、身体は意識のもと操作する対象として存在し、心と身体

の乖離が表現されている。しかし、回復過程において身体意識は変化し、身体は意識によ

る操作を必要とせず、形容詞的表現を含み、一体感を見出している。理学療法介入におけ

る効果判定は、客観的データやセラピストの主観的判断に委ねられることが多い。これら

の有用性は当然のことではあるが、患者の語る主観的身体意識という視点を加えることで

治療効果の検証可能性が拡大するのではないか。  
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��� ���������������������

� ���������������� 
                    ���� ��  ������  ������ 

                    �������  ���������� �� 

 

������ 

�� �� � � �������� ��� ������������������������ �

�������������������� 

������� 

������ � ����������������� 

������� ��������� �� ����� � ������������ �� � 

������� ��������� �� ����� � ������������ �� � 

������� ��������� �� ����� � ������������ �� � 

���������������������������������������

���������������� ������� � ���������� ���� ����

��������������� ��� ��������������������������

��������� ����� ������������ �� ��������� 

���� 

��� ����� � ��� ��������������� 

���� ��� �������� �������� ������� �� 

��� ��������� ���� ����� ������������������� 

���� ��� �������� �������� ������� �� 

��� ��������� ���� ������ ������������������� 

���� ��� �������� �������� ������� �� 

��� ��������� ���� ����� ������������������ 

���� ����������������� � ������ � ������������

��� 

�������� 

��� ��� ��������������� � ��������� ��� ��������

�����������������������������������������

�� � �������������������������������������

������������������������������������������

����������������������������������������

��������������� ���������������������������

����������������������������������������

����������������� ��� ���������������������

��������� 
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�����������������������

������������� 
��� ���� ����� ���� ����� ������ 

������������������ 

 

��� ���������������������   

  

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

���������������������������������������� 

������ ��������� ��������� ����������� ����������������������

��������������������� ����� ����������������

���������� 

����������������������������������� � �����

����������������������������� � �������� � �

����� �������� ������������������������������

������������������������������������ ����� �

������� � ����������������� � ������  

���� ����� �������� ��������� �� ����������������

�������� � ���� � ��������������������������

���� ������ � � ��������������������������� � �����

��� ����������������������������������番号�

����������� 

�������� ������ � ����������������� �� �������������������������������

� ����������� �� ������������������������������ ������ � ������

������������� �� �������������������������������� � ����������� �� �����

��������������������  

���� �����������������������������������

����� �� �� � ������ � ������������ ������������ � �������

����������������������������������������

������������������ �� ����� � ��������������

����������� �� ���������������������������

�� �� ����������� ����������������������������

�������� �� ������ � ���� � ������������������

�������������������������� ����� �����������

���� 
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���������た����������������

���  
���� 1)  ����� 2）���� 2）���� 3）���� 4) ��� 5) 

���� 1)  ���� 2)� ������ 3)� ���� 4) �������������������

������� 5) 
 
Key word :� ��、����、3 軸���� 
 
���� 
������は�������� 3 軸���������������������������、

���������、����������������。 
�������  
������は�������������� 5 ������た��������た。�����

�は������、��������������た�������� 32 �（�� 78.9±7.8 �、�

長 148.3±4.9cm、�� 47.9±8.3kg、BMI21.6±3.3kg/cm2）�������た。�������は

�������� 11 �、������ 13 �、�������� 2 �、����� 2 �、���� 2
�、������� 1 �、�����������た。�����は�������������た

17 �（�� 76.7±4.4 �、�長 149.8±5.5kg、�� 51.4±5.8kg、BMI22.9±2.2kg/cm2）����

���た。��は��、���、�������������������た。������は��

������、���は���� Timed up and go test（TUG）、������、5 �������

�、5�����、3 軸��������������た。3 軸����は MVP-RF8（MicroStone
�����）����、��������������た。����は�� 2m �� 9m �����

���������������、中 5m ���中��������た。���た 3 軸（��、��、

��）�����号� Root Mean Square(RMS）���、�����������た。��、���

た RMS は�����������中���������������。������������

��、��������、�����、������������������、�������、

����������た。���は����������������������た。 
���� 

��������は 67.1±28.3 �（range15-123 �）�、��� Barthel Index は 99.2 ����

������た。�������������は、TUG ������� 10.2 ����、��� 13.9
��������������た（p=0.020）。5m �������� 4.6 ����、��� 7.3 ��

������������た(p=0.002)。3軸����RMSは�������� 0.76、���� 1.24、
���� 1.13、���� 1.04 �������、���は���� 2.07、2.42、3.21、2.56 ����

��、�������������、��中��������た（p=0.005、p=0.018、p=0.003、
p=0.004）。������� 5 ��������は�������は���た。 
���� 
������は���������������������、3 軸��� RMS �����中�

���������た。������は ADL �����������、���、��������

����������た。 
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����骨��者���� 

������������� 
���� 1) ���� 1)  ����� 1)  ��� 1)  ���� 1)  �� �� 2) 

1) ������ ���������� 2) ������ ���� 
 
key words�����骨�  ����  ���� 
 
[��]����������骨���������,������������.����

骨��者���������������,�������,�������������

���. ��������骨��者�����者�����������������,
��骨��者��������������������������. 
[��]�� 23 年 8 ����� 24 年 3 ��������骨������������� 21
名（骨���年� 84.4±6.2 歳,�� 3 名,�� 18 名）������. ���������

者 9 名（����年� 70.1±9.5 歳,�� 4 名,�� 5 名）��������� 
[��]��������������������,����������（��,��）,
���������.�����,Milne ������������.����������

�������������,��,��������,��������� Barthel Index
�����.�����,�����������������,����������.骨
��,�����������,������������.骨�������������

����������������.骨������������������ 4 ���

���.�����,2 ������ Mann-Whitney U �����,����������

������ Spearman �����������.���������� 5%�����.
����,���������������������. 
[��]骨�����������,骨������������������,�����

�������（p<0.05）.�������������������,��������

����� ,����������� ,���������（�� ,��������

rs=0.93,p<0.05,���� rs=0.79,p=0.05）.��������������������

（rs=0.49,p<0.05）,��������（rs=0.52,p<0.05）����������.Barthel 
Index ������（ rs=0.47,p<0.05 ） , ��（ rs=0.70,p<0.05 ） , ������

（rs=0.51,p<0.05）����������. 
[��]��骨��者���者�������������,��������������.
������������������������������,��骨��者���

������������������������������.  
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前腕支持台付き歩行車が歩行に及ばす影響 

～四脚四輪歩行器との比較～ 
���� 1) ���� 2)���� 3)���� 4) ���� 5) 

1)�����������  2) ��������   3)����������  4)�������    

5)��������� 
key word�歩行車�前腕支持台�歩行 
 
�������に���������の�������の�����の��������で��が��

�の歩行器�歩行車の����������支����支��器と�����と�������に�

������行��に��前腕支持台付き歩行車の��が歩行��の��に��で���と����

�������������で��に�������四脚四輪歩行車との比較����題と����

�������で���で�歩行器�歩行車の������と���歩行��の������歩行�

����������に���前腕支持台付き歩行車と四脚四輪歩行車�����歩行に及�す影響

����にす��と���と�����行��� 

[��]�������に���の歩行�に��支������とす���� �� ���� � �����

������������� ��������� ��� で������の��と�����に������

で������������ 

[��] ��に��前腕支持台付き歩行車������������������と四脚四輪歩行車��

���������������������前腕支持台付き歩行車�支持台���の����四脚

四輪歩行車�������� �������の � ��と���歩行������� の����の����

に��歩行��と歩������������������������歩行��と����� ��歩行�

���������に ����� �� � �� ���� ������ 

[��] ��で�四脚四輪歩行車の ��������m/min に���前腕支持台付き歩行車で� �����

���m/min で�����の����������� ��歩行���で�四脚四輪歩行車の ���������m
に���前腕支持台付き歩行車で� ���������m で��歩行��の��������������� �� � 

�� ���� で��四脚四輪歩行車の ��������sec に���前腕支持台付き歩行車で� ��������sec で

��前腕支持台付き歩行車に���に��������  

[��] 前腕支持台付き歩行車�四脚四輪歩行と比較���歩行器���の歩行���持������

���の��に��で���とが������前腕支持台付き歩行器�四脚四輪歩行車と比��前腕

支持台の支持�が����前�で��が�������の�������������の���の�

��前腕支持台に��������とができ�歩行��が����と����������前腕支持

���の歩行車�歩行器で�前腕支持台の��に��歩行��に影響�及�す���が������

四脚四輪歩行車の������の��に��影響に���の�����が��の�題で��� 
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������������������������

����������る�� 
�� �, ����, �� �, ����, ����, ����（MD） 

������������������ 
 

 
key word�������, ����������, ������� 
 
[��] ����������（�� BE）の��は�����る.����では BE の�

�������る�����る��（���,2001）�,BE ���る���の�����

������る�����る��（���,2010）�������る.���,������

��� BE の����は��では��.�回���る�������� SD（BIODEX,��

BSD）では,�����������������で,�������� BE の�����

�����る���で�る.���では,���の��る BE ����,������の��

��る������る��������. 
[��] ��は�����の���������る��� 24 �（78.7±5.1 �）で,���

����の������る����� 14 ���������� 10 �����.����

の 2 ����������で BE �����������,�� 4 ������.BSD で�

��る BE は,������������の���������る���������,ト
������は����������,�の�の���������������ので�

る .10 ��の������� ,週 2 回 ,8 週����� .�������る����は

Functional Reach,��������,timed up and go test（�� TUGT）,������

����（JK-101,（�）�����）�����������る�����,����,
�����,�������で��,������8週������.�������は,��

の����の���の�����の�る t ��,���������� BE の������

������の���は�����������,����� 5����.���は,���

����の��の������（��番号 MRH120002）. 
[��] ��の����の��では,�����の����での BE で TUGT は����

11.1±2.6 ��� 10.5±3.2 ��,����では,305.7±62.7 cm２�� 224.4±80.1cm２��

������.�の�では�����は����.��,���は��で���は�����,
��������は����. 
[��] ����������で BE �����で������������の��は�

く,���では�����������は��������.���,���では�����

は���,BE の�������������る.��,���の BE は,��の�����で

の������������,������の���は������での�������

����る������.�回�������の����では BE の���の����る

����は�く,���� BE の���は�����で�����. 

演題番号 53 



− 72 −

発
表
演
題
（
第
１
日
目
）

��-����に������������� 

～HAL ��に�������������～ 
�� ��� 1）  �� � 1）  �� �� 1）  

�������� ���� 1）  

 
 
key word：HAL，����，�� -����  

 
����に������������ HAL（Hybrid Assistive Limb ��，HAL）���

����������（��，��）�������HAL ������，�������

�（����������������：��，�����）���������（��

�����������������：��，�����）����Thomas Ｊ  Gibson に
������������に�����，������に��������������

��，����に��������������（�� -����）����������

����，��������������に�� HAL ��������，�� -����

���，������������������に�����  
����70 �������������������1 ��に������������

��Brunnstrom Stage ������������MMT ��� 2 ����SIAS ����

���� 0 �，�������� 1 �，������� 4 ������� 4 ������

��  
����H23.12.9～H24.2.10 �� 2 ���，� 2 �（� 1 �� /�）���� HAL ��

�������� HAL ���に��������に�� HAL に�����������

������������，������������（H23.12.9～）�����に���

�����������，����������������������（H23.12.19
～），4 ������（H24.1.18～）������  
��������：�����⇒��，����：���⇒��，��：������⇒

������ MMT2⇒3，SIAS �������� 0⇒2 �，�������� 1⇒2 �，

����������������  
������，HAL �������������������������������

������������������に���������������������

����に��，���������に�����HAL ���������������

�����に��������������，����������������に��

���������������� -���������������に��������� 
�������，HAL ������������に�������������，���

���������������������������������，������

����+HAL ���������，HAL ��������������  
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������� ��� ��������������

����������� 
     ���� �� ��� �� ��� �� ���� �� ���� �� ���� ������ 

�� ������������������ ���������� 

�� ������������������ ���� 

 

��� ������������ ��������������� 

 

����������� ��� �����������������������������

������������������������������������ ������

����������������������������������������

��� ��� �������� �����������������������������

����� 

���������� �� ���������������������������

�������� ��������� �� � � ������ � �����������������

���� ���������������������������������� �� �

�� ��� ��������� �� ��� � �� ������� �� ������������

���������������� ��� ����������������������

�������� � ���������������������������� ���� 

�������������������������������������������������������

��������������������������������������������������

�� � �������������������������������������

���������������������������������������番号�

����������� 

������� ����� ���� ��� ���� ����������� ���� ��� ���� ���

� ���� ��� ���� ������������� ������� ���������������

������������������������� �� � ��� ��� ���� ���� � ����

��� ���� ���� � ��� ��� ���� ���� � ���� ��� ���� ���� � ���� ��� ����

���� � ��� ��� ���� ������������ �� � ��� ��� ���� ���� � ���

��� ���� ���� � ��� ��� ��� ���� � ��� ��� ���� ���� � ���� ��� ����

���� � ��� ��� ��� �������������� �� ��������������

������������������������� 

������� �������������������������������������

����������������������������������������

� �� ��������������������������������������

����������������������������������������

������������ ��� ��������������������������

�� 
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������� HAL ����歩��� 

������������������� 
�� �� 1�   

�������������� ���������� 1�  

 
 
key word�������� HAL、������、歩���  

 
[�� ]  

������� Hybrid Assistive Limb���、HAL��、������������

������������歩������������������HAL �������

��������������������、���������������� HAL
����歩�������������������������  
[�� ]  
 ��� 80 �����S56 �������、H22 ����、H23 ��������、

Brunnstrom stage ����、��������歩�� pick up 歩����������

�������  
[�� ]  

HAL ����������歩���、10m 歩������、歩��� (m/分 )、歩�� (歩
数 /分 )���������� 1 ���������������HAL ���������

�� 3 ���、歩���������  
�、������������������������������������� 

[�� ]  
 HAL ���������歩���� 35m、10m 歩���� 44.8 �、歩��� 13.4m/
分、歩�� 41.5 歩数 /分�����HAL ���������歩���� 40m、10m 歩�

��� 42 �、歩��� 14.3m/分、歩�� 38.6 歩数 /分��� HAL ����������

����  
 [�� ]  

���� HAL ��� 3 �����歩���、10m 歩���、歩���、歩�����

数������������������������分��������、�����

��������������������������  
HAL �����������分�����������、HAL ����������、

������������������������ HAL �������������

�����������������������������、��数�������

����、HAL ��分���������歩����������歩���������

���������������������  
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��������������������������

�������������� 

 
��������� ���� ������ ����� ������ ���������� 

�������������� �� 

 

��� ����������������������������� 

 

������ �������� ������������������������������������

����������������������������������������� 

���� �������������������������������������������

�� ���������������������������������������������

������� 

�������� �������������� �� ������������������� � ���

� �������������������������� ��� � ������������ ���

�� ���������������������������������������������

����������������������� ����� � ����� � �����������

���������� �������� �������������������������������������� ���

����� 

������� � ������� ����� ��� ����������� ���������� ���������� ���������

���� ����� ����� ������������ ������������ ������������������� �� ����

�� � ������� ������� ������ ��� ������������� � ��������� ��� ��

������ � ������� �������� ������ ������������ �������������

���� ��� ������������ ������������� � � ��������������������������

������������������� � � ���������������� ���������������������������������

����� � � �������������������� ���������� ������������� � � ����������

������������������ �� ���������� ����� ��������� 

���� � ����������������������������� � ���� � ������

������������������������������������������������

����������������������������������������������

����������������������������������������������

����������������������������������������������

���� ��������� ���������������������� 
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�����������������������

��� 

 

�� �� ����� �� ����� �� ����� � �� 

���� ������������������ ������������������ �� 

 

��� ���������������������� 

 

�����������������������������������������

�����������������������������������������

������������������������������������� ����

�����������������������������������������

�������������������� 

��������������������������� � ���� � ���� � ���

����������� ���������� �� ����� � � � ������� � � � ����� ����

���� ����� ��������� ����� �������� ������ 

�������������������� � ����� � �������������

����������������������������������������

����������������������� �������������������

�������������������� ��������� ���������� ����� �����

��� ���� ������� ��������������������������������

��������������������� � ������������������

����������������������������������������

����������番号 ����� 

�������� ���������� ��� ����� ���������������������

��� ������������ �������������������������������������

��� ������������ ��������������������������������� ����

�������� ������������������������������ ����� ������� ��� ���

���� ���������������������� ������� ��� ������� ��������

������������ 

����� ������������������������������������

����������������������������������������

����������������������� 
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iNPH ��������������の������ 

－Timed Up & Go Test の��������－ 
�� ��  

JA ����� ������ ����������  

 
 
key word�����������Timed Up & Go Test�������  

 
[�� ] ���������（ idiopathic normal pressure hydrocephalus； iNPH）は�

����������������������������������������

����������． iNPH ���������は Timed up & go test（TUG）���

��の�������������� iNPH ����� TUG ����の�����は�

���������は������������� iNPH ����� TUG の�����

�����������は��．�� tap-t ������の����の����の���

����の��������は� iNPH ���������������������

tap-t ��の��������������������．����は iNPH �の TUG の

�������������� tap-t ���の�����の�������������

�����．  
[�� ] iNPH ��� tap-t ��������の�����の���������� 8 ��

��．�の�� tap-t ��� TUG10���の������� 6 �������．����

は��の�����������．  
[�� ] �������� TUG ��������������������������

の 5 �の������������������������������������

�������の���������．TUG は tap-t ��� 3 ������������

��．������の����������1 �� t ����������������

�の����������．��� tap-t ����������の����������

����������������������������の����������． 
[�� ] tap-t ����� TUG ����の�����は������������の��

�は��������������������������������������

��（p<0.001）．tap-t �の������の���は������� 72.4%������

84.5%������ 77.5%������ 84.8%���� 53.7%����．Shaffer ����

�����の���の������������ -�����（p<0.01）������ -��

���（p=0.04）���� -���（p<0.01）������ -���（p=0.03）������ -
���（p=0.02）の���������．  
[�� ] ���� tap-t �����������の����������������tap-t
�の������������������������ iNPH ����� TUG の��

��������������の 3 ����������������������．  
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������������������ 

��������������� 
�� �� �� �� �� �� �� � �� �� 

������������� �� ������������� �� 

 

 

��� �������������������� 

 

�����������������������������������������

����������������������������������������

��������������� ��� �����������������������

����������������������������������������

�����������������������������������題����

����������������������������������������

�������������������������������������� 

������ ������������������� �� ���������� ��� ���

���������������� ���������������������������

�������������������������������������� 

������������ ���� ��������������������������

��������������������������������������・�

������������������������������ � ���������

����������������������������������� � ����

��� �� ����������������������・�������������・

��� �����������題����������������������� � ��

�������������������������������������� � �

��������������������������������������� 

���� ����� � � �� ����������� ���������� �� ������

�� � ����������� � � �� ������ ��������������� � � ��

��������������������� �� �������� � ��������

����������� ������ ������� ���� ����������� ���� ����

������ ������� ��������������� �� ���� ��� ���� ������ ������

����������������������������������������� 

�����������������������������������題�����

���������題������������������������������

���������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������� 
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������������������� 

�������������� 
�� � 1)  �� �� 1)  

���������� ����������  1）  

 
key word����������������������  

 
[�� ] �年����������������������������������

�����������������������������������������

2011）��������������������������������������

����������������������������������������

��������������������������  
[���� ] 40 �����1998 年����������������������）�

���� 2 年����������������ADL ����������������

��2011 年 12 ���������������������������������

����BRS ����������������������������������

����������������������������������������

��������������������������������������  
[�� ] ������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������）�����������������������）

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������Movement Imagery Questionnaire Revised Version 
(MIQ-R)���������������������）��������������

����������  
[�� ] MIQ-R ���������������������������������

���������� 1 ������������� 1 ���������������

���� 30Kg �� 47Kg�� 23Kg �� 45Kg �������������������

����������������������������������������

�����������������  
[�� ] ��������������������Jeannerod,1994）��������

����������������������������������������

�����������������������������������  
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������������������������

���������������������            

               �� ����  �� ����  ������������ 

                        �������������� �� 

 

��� �������������������� 

 

��������������� �������������� ����������������

����������������������������������������

��������� ��������������������������������

����������������������������������� 

�������� ���������������������������������

���� ������������������������� �������� ��������

������ 

������������������������� ����������������

�� �� ������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

��������������������������������������番�

�����������������������������������������

�����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������題�������������題���

����������������������������������������

�����������������������������������������

����������������������������������������

����� � ����������������������������������

��������������������� � ��������� �������� ���

����������������� ���������� �����������������

���������������������������� 

������������������������ �����������������

�� �� ������������������������������������

���������������� �� ����������������������

�������������� ��������������������������

����������������������� 
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������������������������

������������������������ 
�� ��  

��������� ������� ���  

 
key word���������������������������  

 
[������� ] ����� PT ���������������������2012 年

����������������������������������������

����������������������������年�����������

���������� PT ���������������������������  
[�� ] 2011 年���� PT ���������������������������

����������������������年�����������������

���������PT �����������������������������

��������������������������3 月������������

������� 2 ��������������������������������

���������������������������������������� 
[�� ] �年� 4 月 6 ������������������������������

����������������������������������������

������������������������������������� ADL
���������������� BI�����������������������

���������������������������������������

����������������������������������������

������������� A����� 2 �������� BI ����������

����������������������������������������

���������������������������������������

������������� 5 ���������������������������

28 �������������4 �����������������������  
[�� ] �������������������題����������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

������������������� PT �������������������

���������������������������������������� 
[������������ ] ����������演題��������������

���������������������������������  
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������������������� 

������������������������ 
�� �� �� �� � ���MD）  

�������� ���   

 
key word��������������  

 
����   

���������������������������������������

�����������������������������������������

�����������������������������������������

���������������������������������������

����������������������������������������

�������������������� 

����   

���������������������������������������

������������� �� �������������������������

���������������������������� �� ��������� ��

���� �）����������� ������������ ������������

�）��������������������������������������

���������������� ������ 

�������  

�������������������������������������� 

����  

�������� �� ���� �� ���������� ���）������������

� �� ������������������������������ �����������

����������������������������������������

�������������������������������� ������ �� �����

����������������������������  

����  

���������������������������������������

����������������������������������������

���������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

��������  
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 ������������の������の��

������� 
 

�� � �� 
�������� ���� ���������� �� 

 
key word��������、������、������ 
 
[�����]     
 1963 年�������������������の�������� PT������

����、���の��の���、1970 年 8 �、1980 年 22 �、��� 1990 年�� 48
����、10 年��� 20 ���の������������� 
 ���、�の 10 年�の 2000 年�� 70 �������� 118 ����、����の 10
年�の 2010 年�� 131 �������� 249 ����������の���、PT の��

�� 90 年�������の��� 20 年�������������������の��

�������、��の PT �������������の����、����の����

�����の���の�題の��������������� 
 �の���������、�����、PT の����の�年���������の��

�����������、PT ��������の�題�、��������������

��������の�������の����、������������������

�������、������の�����������、�������の�����

����������������、��の PT ���������題���・�����

��������������� 
[��]     
 1991 年の������「������の����、1999 年の������「����の

�����������の����の 2������の��の������������、

����の��の������の����������、��������������、

���の����������の��������の���������������の

��������  
[�����]   
 1990 年�����、5 年����������������、「�����������

年��������������������������、2 �の����������

����������、������������������の����������

�、��の����������の�������の��、1991 年の 120 �������

「PT・OT ���������������������、�の 121 ���������

�������� PT の����������������、������の��の���

�����������の PT の��の������������、PT の�������

������������ 
 ��、��������������、������の��の�����「�����

�の�����「�����の����������、�����の��������の

�����「����������������������������������

�������� 
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理学療法教育における屋根瓦式教育の�� 

�学内における理学療法過程演習への導入� 
�� �� 1）  �� �� 1） 大� � 1）  

 �立��大学����学�理学療法学科 1）  

 
key word�理学療法教育、理学療法過程、屋根瓦式教育  

 
[はじめに ]医師の臨床研修が制度化され、多くの研修病院が北米式の教育方法である「屋

根瓦式教育」を取り入れている。屋根瓦式教育は、教えられた先輩が後輩を教えていくと

いうチーム指導体制である。今回、学内における理学療法過程（以下、PT 過程）の演習

に屋根瓦式教育を導入し、その効果について検討したので報告する。  
[対象 ]平成 23 年度の「理学療法学特論Ⅱ」（3 年次後期開講、30 時間）を受講した 3 年生

30 名（男性 13 名、女性 17 名、平均年齢 21.6±3.1 歳）、および臨床実習をすべて終了し

た 4 年生 8 名（男性 3 名、女性 5 名、平均年齢 22.3±0.5 歳）であった。なお 4 年生はボ

ランティアを募っての参加であった。  
[方法 ]「理学療法学特論Ⅱ」は PT 過程を、紙上患者を用いて模擬的に体験する演習科目で

ある。具体的には、PT 過程に関する概念的な授業を実施したのち、紙上患者の情報収集

からプログラム立案までをグープワーク（GW）形式で検討する。今回は、全 7 回の GW
のうち 2 回に 4 年生が各グループに 1 名付き、3 年生の学習支援を行った。なお、4 年生

には演習参加前に 3 年生と同様の患者情報を提示した。すべての授業終了後に学生に対す

るアンケートを行った。アンケートの内容は、①PT 過程でもっとも難しかったところは？

（3 年生）、②PT 過程のポイントを理解できたか？（3 年生）、③4 年生が GW に入る演習

形式はどうか？（3・4 年生）、④GW に参加することへの負担は？（4 年生）であった。

また、それぞれの項目について回答理由を自由記載してもらった。なお、アンケートは無

記名で個人に不利益とならないことを説明したうえで実施した。  
[結果 ] アンケートの回収率は 100％であった。集計結果は、①PT 過程でもっとも難しい

ところは、問題点立案（37%）、ゴール設定（27%）、情報分析（20%）、情報収集（10%）、

プログラム立案（7%）の順であった。②PT 過程のポイントを理解できたかについては、

「ある程度理解できた」（90％）がもっとも多かった。③4 年生が GW に入る学習形式に

ついては、3・4 年生ともに「大変効果的である」（各々87％、75％）がもっとも多かった。

④参加することへの負担については、「あまり負担ではなかった」（63％）、「まったく負担

ではなかった」（38％）で占められた。また自由記述において、3 年生では「先輩の姿を見

ることで自分もこうなりたいという思いが強くなった」、4 年生では「質問に答えるために

勉強するので自分の勉強になった」といったポジティブな意見が多かった。  
[考察 ]アンケート結果から、理学療法教育においても、屋根瓦式教育は教える側の理解を

高めるとともに、教わる側の学習モチベーションを高める方法として効果的だと考えられ

た。  
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��������������������� 

������������ 
�� �� 1）  �� �� 2）  �� �� 3）  

������������������1）   ������ 2）   ������ 3）  

 
key word������������������������  

 
[�� ] ����������������������������������2002
������ 3 ���������� medical professionalism project ��������

����������������������������������������

�����������������������������������������

����������������������������������������

��������������������  
 [�� ] ���������������������������）��������

���������������������������������� 34 ����

����������������������������������������

����������������������������������������

31 ��������������  
[����� ] ���������������������������������

����������������������������������������

�������������������������������������  
 [�� ] ����� 34 �� 27 ����� 79%）�����������������

������������������������������ 11 ��������

������������ 7 ���������������������������

�������������������������������5 ��������

��������1)�������������������������������

��2)����������題���������������3)����������

������������4)������������������5)��������

����������������������������������������

�������������������� 5 ��������������  
 ������31 �� 27 ����� 87%）���������������������

5 ��������� 77%���� 23%�����  
[�� ] ���������������������� 5 �������������

�������������������������� 3 �������������

����������������������������������������

����  
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������ ��� ������ 

������������ 

�� �� ���� ���������� ���������� �� ���� ��� ���� �������� 

��������������� �� 

 

��� ������������������� 

 

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������� ��� ���

������������������������ 

��������� 22 � � � � ���� 2� � 2 � � ����������������

�������������������� 2� ������������������

�� ������������������� �� �������������������

�� ���� � ������ �� ������� �� ������� � ����������

�� ���������������������������������������

������������ ������������������������ ��������

��������������� � ��� ������������������� �����

���������� ��������������� ������������������

���� ������������ � � ����2 ����������� ������ ���� 

���������� ��� ���� ���� ����� ���� ���� ��� ���� ���� ��

��� ���� ���� ��� ���� �2�� ����� ���� ���������������

������ ��� ���� �2�� ����� ���2 ���� ��� ���� ���� �����

���� ���� ��� ���� ���� ����� 2��� ������������������

������������� ����� ������������� ����� ���� ���� ��

��� 2��� ��������������������������������������

�� �� �� � �������� �� �� � ���������������������

�������������������������������������� 

������������������������������������ ��� ��

���������������������������� ��� ����������

��������������������������������� ��� �����

������������ ��� ��������������������������

����������������������������������������

������� ��� � �� ����������������������������

����������� ��� ���������������������������

���������������������������������� 
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�����������������������

����、������������������ 
�� �� ��  �� � �� 

������������ ������������� ������������ �� 

 

��� ������������、������、����� 

 

��������������������������、��������������、

����������������������������������������

�����、�����������������、����������������

���������������������������、������������

������������ �������、�� 2� ���������、������

�� �� ������� ��2����、�� ������、��� 2��� ���2、�������� ��� �����

�������� ����、���、���、������、�������������

����、������������������������� ����������

���������、����������� �������������、������

���������、�������������������、� ���������

����������、������������、�����、�����、����

�、������ ������������ ����������������� ������、

������������������������ ����、�����������

�������、�������� �� ����������������� �������

������������、�� 2�� �� 2��、2 �� 2�� �� 2��、� �� ��� �� ���、� �

� �2� �� ���、� �� ��� �� ���、� �� ��� �� ��� ��������������

����、������ 2�� �� 2��、2 �� ��� �� ���、� �� ��� �� ���、� �� ���

�� ���、� �� ��� �� ���、� �� ��� �� ��� ������������� ��� ��

���、2 �� ��� �� ���、� �� ��� �� ���、� �� ��� �� ���、� �� ��� �� ���、

� �� ��� �� ��� ������ �� ������ 2�� �� 2��、2 �� ��� �� ���、� �

� 2�� �� 2��、� �� ��� �� ���、� �� ��� �� ���、� �� ��� �� ��� ����� 

���������������、�������������������������

�����������、��������、��� ������������ �2������ �

����������������������、�����������������

�����、����������������������������������

����������、������������������、����������

�����������������������������������、����

������������、�������������������、�������

����������������、������������、��� �����、��

������������、�����、������������������ 
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����������������������� 

 
�� �� 1） � �� 1） �� �� �） �� �� 1）�� �� �） 

������������� ���������� 1）  

 
key word�������、��、�����  

 
[�� ] �������������������������������、���）

����������������������、��������������題��

�������������������  

 
[�� ] �� 20 年 7 ���� 24 年 4 ������������ 92 ����  

  
[�� ] ��������������、年�、��������、����、FIM、�

���、BNP ��������  

 
[�� ] 92 ������������� 48 �、�������� 24 �、��� 3 �、�

���� 11 �、���� 1 �、������� 5 ����������� 64.0�、��

年� 80.5 �、����������時 6.3 �、��時 3.7 �、������ 63.0 �、FIM
��時 76.4 �、��時 99.6 �、��������時 54.2m、��時 345.9m、BNP ��

時 323.9ｐg/ml、��時 224.0ｐg/ml �����  

 
[�� ] 92 ���、������ 48 ���������������年�� 80.46 ��

�������、��������� FIM ��������������、������

��� 64����、� 4 ��������������������������、��

������������、BNP ������������������������、

��������������年�����������、��時����������

�����、���������������������������������、

����������������、�����������������������

�������、������、���������������������  
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������������������� 

 
����� �������������������������������� 

�������������� ������������ 

 

��� ��������������������� 

 

����  ���� ���������������������������������

�������������������������������。��������

��������������������������������。�������

����������������������������������������

���������������������。 

����  ���� � � ������ � � ��������������������� �� ��

��������� �� �������。�������� �� ������� �� ���

������������ � ������ � ����。 

����  �����������������������������������

��������� �������� ���������題���������������

���� � �����������������������������������

������������������������������������������。 

����  ������ �� ������ �������� ���� � ���� �� �������

�� � ������ ��������� ���� � ���� � �������� � �����������

���� � ���� � �����。������������ �������������� ����

������ ���� ������� ���� ������ ���� �������������

������������� ���������。������������ �����������

��� ���� ������ ���� ������� ���� ������ ���� �����������

������������������������� �������。�����������

�������������� ���� ������ ���� ������� ���� ������ ����

��������������� ������。 

����  ������������������������������������

�������� ��� ���������������������。��������

����������������������������������������。

����������������������������������������

����������������������������������� ��� ���

�������������。��������������������������

����������������������������。�����������

���������������������。������������������

�������������������������������������。 
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当院におけるリハビリテーションの取り組み 
 

松浦 真也 初岡寛幸 下村修司 山本由唯 出井真世佳 
 日本原病院 リハビリテーション顆 

 
Key word：適正運動量、在院日数、在宅復帰率 
 
[はじめに] 回復期リハビリテーション病棟(以下回復期リハ病棟)の主たる目的のひとつ

は「入院患者に再び在宅生活をもたらすこと」であり、実際に本邦の現状では高い在宅復

帰率の達成が回復期リハ病棟に求められている。リハビリ効果向上のため、当院でのリハ

ビリへの取り組み、またそのリハビリ効果を在宅復帰率・在院日数・平均 FIM 改善点を

全国平均と比べ検討した。 
 
[対象と方法] 2011 年 10 月～2012 年 3 月までの半年間に当院回復期リハ病棟に入院して

いた患者 71 名を対象とした。内訳は整形疾患患者 39 名、中枢疾患患者 32 名となってお

り、今回、対象者の平均年齢、在宅復帰率、平均在院日数、平均 FIM 改善点を検討した。 
 
[結果] 全国平均では年齢 75.1 歳、在院日数 72.8 日、在宅復帰率 69.7%、FIM 改善点 14.7
点となっており、対象者全71名の平均年齢82.5歳、平均在院日数64日、在宅復帰率81.4%、

FIM 改善点 12.5 点。年齢、在院日数、在宅復帰率は全国平均を上回る結果となった。 
 
[考察] 今回検討した項目はFIM改善点を除き、その他は全国平均を上回る結果となった。

当院では個別訓練と併用し、セルフエクササイズや適度な休憩を挟み、その間に他患者の

治療を実施。単位数計上の方法を対象者に関わった合計時間で集計。出来るだけ多くの離

床時間の確保を促し、低負荷・高頻度を目的にリハビリテーションの提供を心掛けている。

Kwakkel らは入院中の総治療単位数を減少しても、1 日当たりの治療時間を延長した方が

学習効果、改善効果が高いことを過去に報告している。訓練量が少ないとベッドで休むな

ど非活動的に過ごすこととなり、かえって廃用を促進。機能回復の視点からも身体活動量

の確保が重要であると報告されている。適度な運動量が日中の活動性を向上させ、廃用の

進行を予防。効率的に運動学習が行われたと考えられる。その他にも、積極的な外出訓練

と家人参加の定期カンファレンスの実施も考えられ、寺田らも自宅退院に向けては、機能

能力のみならず生活環境、社会的背景を見据えた支援が必要であることを報告している。 
 回復期リハビリ病棟の現状と課題に関する調査報告書によると 1 日 8 単位以上のリハビ

リ実施が FIM の改善に最も効果があるとされている。当院におけるこの半年間での平均

実施単位数は 5.8 単位となっており、十分な提供量とは言えない。8 単位以上の運動量確

保とさらなる質の向上に努めることが今後の課題である。運動負荷強度、運動時間、運動

頻度、期間が各研究者により異なるため一概に効果を論じることは困難であるが、今後の

治療計画を考える上で当院での取り組みは有用であると考えられた。 
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�������������� 

�������������題� 
�� ����� ����� ����� ����� � 

���� ����� 
 

Key word����������������� 
 
[����]�����������������������������������

�題��������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

��������������������������������題�������

������������ 

[��]�� 22 年 10 ���� 23 年 12 �����������������������

������� 51 �������������������������������

�������������������������� 24 ����� 12 ������

群 15 ������ 
[��]�������������� � ����������������������

���������������� ������ ������������������������

����������������������������������������������

������������������������������� � ����������

題������ � ���������� 

[��]����������� ����������������������������

����������������������������������������

��������������� � ������������������������

�������題�������� � �����������������������

������������������������ 
[��]�� 1 �����������題����������������������

��������������������������������������年�

����������������������������������������

������ 2 ���������������������������������

����������������������������������������

������������ 
�����������������������������������������

����������������������������������題�����

����������������������������������������

�������������������� 

演題番号 41 



− 92 −

発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

���������������と��������

��������� 6 ���と 12 ������� 
���� 1)���� 1)���� 1)�� 1)���� 1)���� 2)���� 3)���� 3) 
���������������� 1) ����� 2) ����������� 3) 

 
key word����������，����，������  

 
[�� ]����� (��，ACL)��������� 6 ���と 12 ��������と��

�����������������と�������������と���。  
[�� ]������������� 70���� ACL �������� 11 �と��。  
[�� ]��������� BIODEX SYSTEM� (Biodex medical Inc，USA����，

��� 60°/s と 180°/s �����������������������������

����。��������������� MD(������，�� )���，����

������ MYOTEST( Acceltec �，Switzerland)����������������

�，�����，�����，���������。��������������，�

����������������������と�，�������と��。����

��� ACL ���� 6 ���と 12 ��������。����� 6 ���������

���，������，������������������ 12 �����と���

と，�� 6 ��������� 12 ����������，������，������

������������と���と����������� t ������。��，�

�������と������������������ Pearson ���������。

��� 5���������と��。�����������������������

��������������������� (��番号 0823)。  
[�� ]ACL ���� 12 ����������� (180°/s)，����� (60°/s，180°/s)
と�������������� 6 ������������� (p<0.05)。ACL ����

6 �����，��������� (60°/s，180°/s)，����� (60°/s，180°/s)，�

�����������，�����，�����，����������������

�� (p<0.05)，12 ���������� (60°/s，180°/s)，�������������，

����，������と������������。�� 12 ��������� (60°
/s と 180°/s)と������ (ｒ=0.63，0.70)，����  (180°/s)と���� (r=0.63)��

������������ (p<0.05)。��，�� 12 ��������� (180°/s)と��

���� (r=0.69)，����� (60°/s と 180°/s)と����� (r=0.79，0.67)�����

����������� (p<0.05)。  
[�� ]ACL �����������と�������������，�� 6 ���� 12
����������，��������������と��������������

�������と�����。�� 6 �����������������������

�������������������������と������。  
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膝 OA に CB ������用���������� 

�����の�������の���� 
�����） �����） ����  (MD) �）  

�������）  

 
key word����膝���、����、CB ����  

 
[���に ] ��、���に���膝���（��膝 OA）��������������

に�� CB ����（������）��用�、������������������

������������。��������に�����の���������。  
[�� ] ������������� 70 ������。��。2011 年 9 �������

��、����������。���に��膝 OA、���、���������、��

���������。膝 OA の Grade �����に 5。������ 190�、� 182�。

�����の���、���の������。�������������。  
[�� ] ������� 1 �����������。���の����������、�

膝の�����������������������。� 3 ������������

������、������������������������������。��

�����、���������������������。���膝 OA 用 CB ���

�����������。����の�������、�������に�����。  

�の�、�膝用������������������、����年��������。 
[���� ] ���������の 2 ���、�������に��� Visual Analogue 
Scale（�� VAS）、10�����、���������������。������に�

��、5 ��の��������。  
[�� ] VAS6.8±0.8 ��� 1.8±0.8 �、10����� 31.4±2.0 ��� 25.2±0.8 �、

����� 53.4±1.1 ��� 66.2±0.8 �������。  
[�� ] CB �������の���������� 3 ����膝�����。200���

�����の膝��の����������。�����������、�������

����������用�����������。膝 OA ����に���������

�������������������������������������（A-1）。
������������ OA に�������の��に����������。���

��������。�����������の�������������������

��、���用�の�������������（B-1）。���用�の������� VAS
の��������������������、��������用���������

��。��の膝 OA �������� 700 ��������。膝 OA ������の��

��に����������。�に��の��に������������������

�����������������������。�����������の����

��に��������、�������������に�����������。  
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����������� ��� ���� 

������������������ 
 

�� �� 

    ����  ����� 

 
���  ����������������������������� 

 

��������������������������������������� ���

�������������������������������������� 

���� �� ����� � �������������������� �� � �� �����

���������������������� �� � � ������������ � ��

������������� ���������������������������

����������������������������������������

���������������������������������� ��� ����

���������������������������������� 

���� ����������������� ������� ���������������

������� � � � ��� � � �� ����� � ������������� � ���

����������� � �������������� � ����� � ���������

����� � �������������� � ������ �� �������� ��� ���

� �� ���������������������������� � ��������

��� ������� �� ��� ���������������������������

��� ������������������ ��������� ������ ����������������� ���

�������������� �������������������� 

���� �������� ��������������������������������

�� ��������������������������������� ��������

������������������������������������������

������������������������� � ��� ���������������

�� �������������������������� ��� � ��� ��������

������� ��� �� �������������������� 

���� ������ ������������������ ������������

������������������������ � ��� ���� ��� ��������

���������������������������������������

��� ��������������������������������������

�������������� �� ��� ������������ ��� ��������

�����������������������������������������

������������������������������ ��� ��������

����� ��� ���������������� 
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

��������後���� JOA ���������

��後����������� 
�� ��  

���� ��� ������ ����������  

 
 
key word������������������後����  

 
[�� ]  ������������ TKA）��������������� UKA）�

�����・�後��������������������������������

����������������������������������������

JOA ���）������������������後��������������  
[�� ]  ��������������������������� 2009 年 10 ���

2010 年 10 �� TKA ���� UKA �������・�後 � ��� ��� ���� ���

������������������� �� ��������������題����

���������������������� ���� � ���� �� ��� � ��� �

����年� �������� ��）���� ���� � ���� � ��� � ��� � ����年

� �������� ��）��������������������������������

����������後������� 

[�� ] ��・�後 � ��� ��� ���� ��� JOA ��������後������

�����������後����������������������������

後 6 �����������後��������������������JOA ����

������������������������後 � ��������������

�������������������������������� 

 ���� �������� TKA ��後 3 �������������������後 6
��������������UKA ������ 6 ��������������後�

�����������������������������・�後��������

�������後������TKA ����後����� �������� ��UKA ����

後����� �������� �������������������� 

 [�� ]  ���������TKA・UKA �����後 3 ��������������

��������� JOA ����������������������������

�������������������������������������後��

���������������������������������������

�������������������後 6 �������������������

��������������������������������後�������

������������������������������������  
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

TKA 後 18 ��の����に��������の��

‐Knee Society Clinical Rating System ����‐ 
�� �� 1） �� ��MD）2） �� �� 1） �� �� 1） �� �� 1） 

���� ������ �������������1） � ���� 2）  

 
key word：TKA、Knee Society Clinical Rating System、������  

 
���� Knee Society Clinical Rating System��� Clinical Rating System）は 1989
�に America Knee Society ������������������������ Patient 
category、��、�� ROM、�後�����の���、����、extension lag、FTA
の 7 ���������������� Knee Score、����、������、���

��の 3 ��������������� Functional Score に����������、

TKA 後の����に��������� Clinical Rating System �������に��

�����に������の������  
���� ��は������に��� TKA ����� 43 �������の���は�

���の������������� T-cane ��の�����後 18 ��に�������

���、�後 18 ��に T-cane ����が������������）23 ������

����������）20 �に�����の Clinical Rating System の���の�点�

�������に 2 �����������������、�後 18 ��に��� T-cane
����の�����������������������������������

��に�����������������に���、ROC �������������

�� AUC、��、������������は、����������の�����、�

��に�����の����������  
���� 2 ��の��に���、FTA、����、������、�����、Functional 
Score に��������������� 5 �������、�後 18 ��に��� T-cane
����の���������������������に��、FTA������：0.176、
P �：0.037、OR：1.193、95％CI：1.011-1.408）�������������：0.131、
P �：0.001、OR：1.139、95％CI：1.053-1.233）が��������������FTA
の ROC �������������は�17.5 点��� 52％、��� 90％）���、AUC
は 0.72 �����������の ROC �������������は 22.5 点��� 83％、

��� 75％）���、AUC は 0.83 �����  
���� TKA 後 18 ��の����に�����������の Clinical Rating System
����������、FTA �������の��が�後 18 ��の T-cane ��の��に

�����������が���に������の FTA が 180 �����������

��は 165 ���の�����の���、��に����が������は�後 18 ��

に T-cane ���������が�����が�������、�����は�後���

����の�������が�������  

演題番号 46 
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

����������������������������

����������������� 
�� �� 1）�� �� 1）�� ��）�� ���）  

������� ���������� 1）  

  
key word：  ������������������  

 
������ ������������� ��）������������������ ���

������������� ����������������������������

������������������ ��� ��������������������

������ 

�������� �������� ������������� �� ���������� ���

����������� ������������� �����������������

����������������������� 

��������：����������� � �� ������ ������� ��）����������������� 

�� ���� ������� ������� � ����������������������������������  

���������������������������������������

��������������������������������� ������� ���

������� ��� �������������������������������

����������������������������������������

������ �������������������������������������

���������� �� ����������������������� ������

�������������������������������������� 

�� ������� ����������������������������� ��������������� 

���������������� ���� �����������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

������������������������ ���� ��� �������� ����

��������������������� ���� ��� ������ ������� ��）

��������������� 

����������������������������������������

��� � ������������������������������������

������������������������ �����������������

�� ���������������������������������������

����������������� ��� �� ��������������������

�������������������������������������� ���

���������������������������� 
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

���������������������� 

�������������� 1 ��   
�� �� 1�  �� ����  �� � 1�  �� ����  

������� ���������� 1�  

 
key word������������������ ����������  

 
���� �� ����������������������������������。

���� �� ����������������������������������

���。�������������������������������� �����

����。�����������������������������������

��������。 

������ �� ������� � � ����� � � �������������������

����������。�� �� � � �����������������������。 

��������� ����������������。�����������。������������。�����。

�����。������ ������。������ ������。������ ������。���������

��� �� ���� �� ��。������� �。������ ����������������。 

���� ������������������������������������

��������������。�������������������������

��������������。 

�� � ��� ������������ 。����������。��������。������ ������������。

������ �������������。������ ��������������������������

����������������������������������� ������

����� ����。�� ������������ �� ���� �� ���������� ���������

���������������������������������� �������

��。 

�� �� ��� ������������������������������������������ �������������

������ ������������������� ������������。 ��� ���������������

��� ������������ ������� ������������������。 

[�� ] ��������CRP ������ ALB �������������。���

�� CRP ��������ALB ���������������。����ALP ���

���ALB �������������������。���������������

�����PAS ����������������。����������������

����������������������������������������

�。  
�������������������������������������。�

��������������������������ADL ������������。 

演題番号 48 
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

��������������������� 

���������� � �� 

�� � �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

������� �������������� �� 

 

��� ������������������������ 

 

���� �������������������� �����������������������

��������������������������� ��������������

���������������������� ����� ���� ������������� 

�� �� ������������������������������������

�������������������������������������� 

���� �� �������� �������������� �� ����������� � � ��

�� ����� ������������������������������� �� ����� �

������ �� ���� ���������������� ��������������������������

������ ������������題����� 

������������ ������� ���� �� ������� ����������������

����������������������������������������

����������������������������������������

��������������������������������������� ��� �

������� ���������������� ���������������������

� ���� ���������� ������������������������������

�������� ������������������� ��������������

����������������� 

� ������������������ ������� ���� �� ������� �� 

�� ������������������ ������� ���� �� ������� ������������

���� ����� �������������� � �������������� 

���� ������� ������������������������������

�� ������������������������������ ������� ����

������������������������������������ �����

���������� ��� ����� ���� ����������������������

�������������������� ����� �����������������

��������������������������� ������������������

���������������������������� 
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

 

CGM ���������������������� 

��������� CGM ������ 
�� � 1）  �� ��(MD) 2） 

JA ����������� ���������� 1）����������� ���� 2） 
 
key word：CGM，����，����� 
 
[��] ������，��������������selfmonitoring of blood glucose；SMBG）��

�������self-efficacy；SE）������������������������������

����������，�����������������������������������

���������������������������� SE ����������，�����

����������，�����������������������������������

����continuous glucose monitoring；CGM）������������������������

CGM ���������������，���������������������������

������������� CGM ������������，����������������� 
 
[�����] ��：70 ����，������������������������������

�����，���������������������，������������������

����������������������������������������������

��������，�������������������������������������

�����：HbA1C 6.7 ��JDS �），�� 70.0 kg，BMI 30.4 kg/m2，������ 158 mg/dl，�

��������������）������������� CGM �������，�������

������������������）�����CGM �������������������

�����，��������，�������������� 
 
[�����] CGM �������������������������，����������，

��������������������������������：170mg/dl�����：

120mg/dl�����：160mg/dl）CGM ��������，�������������������

����������，����������，�������������������，����

������������，HbA1C 5.7 ��JDS �）�������� 62.9kg ��������，�

����������������������������������������������

�，��������������������������������������������

���������������������，��������，���������������

������，SMBG �������������������，CGM �������������

������ SE ����，�������，��������������� 
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

��������������������� 

 
�� �� 1）  

���������� ���������� 1）  

 
 
key word：���、����、��������  

 
[は��� ] �����������������、����は�����������

���、��を��������������を������������題�����

�。���� 2 ������������������は、� 4 �����������

��������������。��������������������を����

������� 2 �������������。  
������は、���� 2 ����（����は�� 150 ������）を�����、

2 �����������������������������������、���

�������������を�������。  
[�� ] ������ 2 ���������、���� 2 ����（���� 150 ���）

を 6 ������������ (��� )�、��を����������（����）を

�����。��、��������は������を�����を����。  
[�� ] �����������������、��、��、������（�� FPG）、

�����������（�� IRI）、BMI を�������、����������を

���������を����。��� 13 �（�� 6 �、�� 7 �、���� 69.9±6.7
�）����� 13 �（�� 6 �、�� 7 �、���� 76.6±5.5 �）����、���

������ BMI を����。��、�������������� HOMA-R を���。

����は、��������� HOMA-R、BMI ����������を���。��

���は R Ver2.8.1 を��、��������は 5������。  
[�� ] ���� HOMA-R は 1.4±0.5（FPG：129.8±9.7、IRI：4.5±1.8）、�����

は 2.2±0.6（FPG：131.0±10.9、IRI：6.8±2.0）���、�������������

�を�����（P＜0.05）。���� BMI は 20.7±1.7、�����は 22.5±2.3 ���、

BMI ����������������を�����（P＜0.05）。����������

��は� 9 ���������������。  
[�� ] ��を�����������������、���������������

����、����������� 2 �（���� 150 ���）���������は�

������������。��、����を�������������、�����

������������。���、��������������は�����、��

��（���）��題は�������。�������を��������は、���

�����������������を��������。  

演題番号 51 
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

������������������� 

����������� ���������� 
� �� 1）  

������������� ���������� 1）  

 
 
key word：�������、����、������  

 
[���� ] ��、� 11 回�����������������������回、���

����������������、�����������������������

������������回���������、������������、����

��������������、�����������������  
[�� ] ��������、��������������� 16 名 (�� 16 名 )、�� 19.4
±3.1 �、���� (B：14 名、��：2 名 ) 
[���� ] �� 6 ���� 4 ����� 1~2 回������������������

9 回 (���� 2.5 ��~8 ��、�� 5.2 �� )、����� 3 �� (���� 4.5 ��~13.5
��、�� 9.3 �� )��������������������������  
[���� ] ����������、������� (��、���、���、��� )��

������������������������、���������、�����

�������、��������������������������������

���、����� 37 件 (41%)、����� 23 件 (25%)、����� 13 件 (14%)、��

������� 10 件 (11%)、����� 8 件 (9%)���������部�����、��

部 18 件 (33%)、��� 14 件 (25%)、�部 10 件 (18%)、��部 9 件 (16%)、�� 2 件 (4%)、
�� 2 件 (4%)���������� 92%������������������、���

�、��������������回�� 91 件�����  
[�� ] �������������、����������������������

������、���������������、�����������������

���������������、�����������������、������

�������回�����������������������������、��

�����������、����������������������������

�������������、��������������������������

���、�����������������������������、������

�����������������、�������������������、��

���������������������������回�������、����

�����������部����������������、�����������

������������������������、�����������  
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発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

������������������������

����� 
�� ��  1）  

�������  ���������� 1）  

 
 
key word���������������  

 
���� ������������������������������������

���������� 11～12 ���� 1～2 ��）�����������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

��������������������������  
���� �� 24 年��～�� 24 年 4 ����������������������

���������������������������������� 16 ����

年� 83.9±13 ���� 12 ���� 4 �）�������   
���� �����������������������������������

��～����������������～��������������������

������5 �）���������������������11 �）�������

����������������������������������������

�������1～2 ����）��①�����������②���������③�

������������������������������������  
���� ����～����������������①0 ��②1 ��③4 ������

������������������①5 ��②2 ��③4 ������  
���� ����～������������������������������

����������������������������������������

��������������題��������������������������

����������������������������������������

～���������������������������������������

����������������������������������������

�����������Jewett �）��������������）���������

������）���������������������������������

�������������������  
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���������������� 

��� ADL ������������� 
���� 1） ���� 2）  

������ ���������� 1） ������� ���������� 2）  

 
 
key word���������� ADL���  

 
[���� ]�����������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

������� ADL �������������������  
[�� ]�� 22 年 12 ����� 23 年 12 �� 1 年������������������

����������� 12 ����年� 75.3 ������ 9 ��� 3 �）������

���� 1 ������� 5 ��������������� 5 �����������

1 ������������������� 3 ����������� 9 �）������

������������������  
 [�� ]�������������� 3 ����������������������

������������������������ 9 ����� 3 ���������

�����3 �����3 �� ADL ������������������ADL ���

��������� 3 ���������������� 5 ����� 3 �����  
�������� 6 �� 5 ���������������������������

�� ADL ���������������������� 1 ����� ADL �����

����������������������������� 3 ����������

�������������������������� ADL �����������

����������� ADL �������������� 3 ���������� ADL
�������������������  
 [�� ]�������������������������������������

����������������������������������������

�������� ADL �����������������������������

����������������������������������������

��������������������������������題�������

����������������������������������������

������ ADL �����������������������������  
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������������������� 

 

�� � ��  �� �� �� 

������ ���������� �� ������ ���������� �� 

 

��� ������������������������� ������������ ���������� ���� 

 

���� 

 ����� �� ��������������������������������

����������������������������������������

���������������������������������������� 

�������� 

�� �� ��������� �� � �� � �� ��������������������

����������������������������������������

����������� ���� ���� ����������������������

���� � �������������������� ������ ����������

� ������ ������������ ������������������������

���������������������������� � ������ �� ���

����������������������������������������

�������������������������� � ������������ 

 ������ ���� ��� ������� ����������������������

������������ ����２��������������������������� ��

������������������������������������ 

����  

 ������� ��� ����� ��� ����� �� ����� �� ����� ��� ���

�� �� ����� �� ���������� ��������� ����� ��������� ����

�������� ����������������������������������

����� ������������������� � ����������������

������������������������������������������ 

����  

 ���������������������������������������

��������� ��� �����������������������������

����������������������������������������

������������������������������������� ��� �

����������������������������������������

���������������������������������������

���������������� 
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������������������� 

������� 

 
�� �� 1） 

������ ���������� 1） 

 

key word������������，�������，��� 

 

[��] �������������������������������，�����

������������������������������，����������

�����������，����������������������������

����(�� Alb)����，���������������������������� 

[��]�� 23 年 4 ����� 24 年 3 �����������������������

����� 124 �����，���������������，�����������

������������� 39 ��(��年� 82.7 ��� 7 名，� 32 名)���，���

������������������������������ 

[��]�����，Alb ������ 3.5mg/dl ������，������������

���������，���������������� 

[��] ����� Alb ���������� 30 名(78％)，Alb ������ 9 名(23％)

��������，���������� 15 名(41%)，��������� 24 名(59%)

����������，��������� 23%～59%������������� 

[��]�������������������������������������

�，������������������������������，�������

����������������������������������������，

����������������������������������������

���������������������� Alb ������������，���

���������� Alb ������������，����� NST ������，

���，���，�������������������������������� 

演題番号 62 



− 107 −

発
表
演
題
（
第
２
日
目
）

 

�������������������� 

�� �� 1�   
����������������� 1�  

 
 
��� ����������������� 

 
����������������������������������������

������������������������������������������

����������������������������������������

���� 

 

������������� ���� ����������������������������

���� ���� ����������������������������� ��������

�������� ���� ����������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������� 

 

�����������������������������������������

�������������������� ���� ����� ����������������������� 

����� ��������������� ������������������������� ��������

������������� ���� 

 

����� ���������������������������������������������������������

� ���������������������������������������������������������� �

� ����������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������� 

�������������������� 

 
[�� ]�������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

�������� ��� ��� �� ��� �����������������������

����������������������������������������

����������������  
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筋硬度計を用いたポジショニングの 

客観的評価の検討 
�本 �� 1） 

�����・���院 ����������� 1） 
 
Key word�筋硬度計、ポジショニング、客観的評価 
 
[目的] ポジショニングは理学療法プログラムの 1 つであり、その目的にリラクゼーション

が含まれる。筋肉におけるリラクゼーションの評価は、患者の主観や評価者の触診などで

あり客観性が乏しいことが多い。筋硬度計は筋肉の性状を客観的に評価できる測定機器で

あり、当院においては 2010 年より導入している。今回この筋硬度計を用いて、椅子座位に

おいて上肢をポジショニングすることで僧帽筋上部がリラクゼーションできているのか調

査し得られたデータを元に検討した。 
[対象] 本調査の内容・目的を説明し、同意を得た健常成人 9 名（男性 3 名、女性 6 名、平

均年齢 26.4±5.3 歳、BMI20.5±2.4）を被験者とした。 
[方法] 筋硬度計は（株）メディカル・エイジェント製タイタン L を使用した。測定部位は

左右の僧帽筋上部と定めマーキングをした。測定者は操作に習熟した 1 名とした。①本機

器を使用した調査の信頼性を確認するために 5 名の被験者（左右 10 肩）の測定部位の筋硬

度を連続して 5 回測定して、級内相関係数（以下 ICC）を求めた。②9 名の被験者（左右

18 肩）を対象に、背もたれのある椅子坐位にて上肢を下垂した姿勢（以下椅子坐位）と、

同坐位にて主観的に楽だと感じるようにクッションまたは枕を使用して上肢を支えた姿勢

（以下ポジショニング坐位）での僧帽筋上部の筋硬度をそれぞれ測定して Wilcoxon の符号

付順位検定を用いて比較検討した。統計処理は SPSS（Ver.19.0）for Windows を使用した。

本調査はヘルシンキ宣言に則り実施された。 
[��] ①本機器を使用した僧帽筋上部の筋硬度測定の信頼性は ICC（1，1）＝0.96、ICC
（1，5）＝0.99 と高い値を示した②椅子座位とポジショニング座位の僧帽筋上部の筋硬度

を比較したところ、椅子座位では 34kpa ポジショニング座位では 25kpa であり、ポジショ

ニング座位の方が有意に低い値を示した(p＜0.01)。 
[考�] ICC は 0.7 以上であれば信頼性は高いといわれている。本調査においては ICC＝0.9
以上と高い値であり信頼性が示唆された。ポジショニング座位について、クッションや枕

を使用して上肢を支えることで被験者の主観と同様に僧帽筋上部の筋硬度は低下しリラク

ゼーションできていると考えられる。本調査よりポジショニングにおける筋肉のリラクゼ

ーションの客観的評価に、筋硬度計を用いることは有用であることが示唆された。今回は

操作に習熟した１名の測定者による調査であったが、今後は複数の測定者内での再現性に

ついての検討が必要と考える。 
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����������������������� 

��������������� 
�� �� 1) �� �� 2) �� �� 1) �� �� 3) 

1������������ 2)����������� 3���������  

 
key word��������������������  

 
[�� ] 

����は，�����������，���������������������

��，�����������������，�������������������

���������は，����������������，������������

�，������������������������������，�������

�������，��������������������������������

�������������������，����は����������，����

�������������������������������，�����  
[�� ] 
 ��は，�����������，������������������ 100 �，�

��� 21.1±1.0 ������������は 4 ��������（Patrick test，Newton 
test ��，Gaenslen test，����������������，1 ����������

�����������������，����������������������

は，��，��，BMI，�������������������������は，SPSS 
15.0 J ���，����� t ����，����������������������

�������は 5�������  

[�� ] 
 ������������������は 100 �� 23 ��������������

は 160.6±5.7cm �，������ 158.1±5.2cm �����������������，

��，BMI，���������������は，�������は�����  
[�� ] 
 �������，�������������は，����������������

���������������は������������，�����������

���������，������，�����������������������

�����������������������������，����������

������������������������������，���������

���，���������������������，��������������

���������������������������  
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��������������� 

�������������� 
�� ��� 1) �� � 2) �� �� 1) �� �� 1) 

������������ 1） ������������ 2）  

    
key word����������、����、����  

 
[�� ]  2009 年����������������������、�����������

���� 30 �以������ 2 �以����、�年以����������、����

������������ 32.2%、�� 27.0%������������������ (以
�、��� )�������������������������、���������

����������������  
[�� ]  ��� 2007 年 4 ��2010 年 9 ����������������������

�、�������������、�� 3 ���������� 3 �以��������

��� 112 ��������� 3 ������ 1 年��� 3 �以�����������

群 82 ���年� 70.4 ��7.1�以�、��群）����������群 30 ���年� 69.3
��9.1�以�、��群）� 2 群���、�� 1 年���������  

��������Timed Up & Go Test 以� TUG、10�������、������）

��������、����、��、����）���������������、��、

�����������、����� 5 ����������、�� 1 ��������

����、� 3 ���、� 5 ���、��）��������������������

�������������、������  
[�� ]  ������� (���、 10�������、������）������

Mann-Whitney ���、��、��、�������� Pearson ������������    
������� 1 年��������� 64.6������� 1 年������群���

群�������� (���、10�������、������）��群��������

�������、���� (��、����、��、���� )����������  
[�� ]  ���������������� 64.6�����������������

�������������� 27.0��� 2.4 ����、��������������

������  
�����������������������������、�������、�

��、�����������������������、� 3 �以���������

���������������������������������、������

���������������  
 �������、��、����、��������������、��������

�����������������������������題����  
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������������� 

����と��������の�� 
�� ��  �� ��  �� ��  � ��  

JA ����������� ����������  

 
key word：����������������������  

 
[�� ] ���������の����は������������，��������

は���の�����，�����は����������の�����と��．��は

������と�������������，��は������の�������と����

���は��．����������は�����������と������の���

�����，�の�����の���は����������������������

���．����������������は�������������������

�，��������������������と������．����������

�，�������������������の��������と�������の��

������との������������は��，����は�の���������

�と���と��．  
[��・�� ] ��は�������������������と������，���

����������� 24 �（Hip fracture Group：HFG)と�，��������，�

�����の�������は�������．������� 15 �（Young Group：
YG）����と��．����は��の�����������．����������

�����は 5m ���の 1m ���の������（Gait Initiation Ratio：GIR）と�，

3 �の��の GIR �������と��．��������の���は OG GIKEN ��

WEIGHT BARANCER WB202 ����，������������ 10 ������，

��������の���の��������．は��� GIR の�����������

��� YG ��� HFG の���������（1,3）�����．��� YG と HFG の

GIR ���� Mann-Whitney の U �����������．�� YG の GIR の 95%��

�����������，���������� GIR・��������の������

�� Spearmann の��������������．  
[�� ] YG，HFG ��の������は 0.77，0.74 と���の�������．���

��� GIR は HFG 28.3%，YG 25.3%と��，YG ����� HFG の GIR ������

���� (p=0.04)．YG の GIR95%����（25.08-25.61）���� 18 �����，GIR・

��������の�����������，0.53（p=0.02）と���の�������

�．  
[�� ] �������������は����������������������

と����と���．���������������������の��は�����

��������の�����������と������．  
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�������������������� 

���������������� 
�� ���� � ���� �� ���� 

������������������������� ��������������� 

 

��� ��������� ������������� 

 

������������������� �����������������������

����������������������������������������

��������������� ��������������������������

�������� ����� �� ��� �� ������� ��������������������

���������������� �������������������������

��������������������������� ��� �����������

�������������������������� 

���������� �� � � ���� �� � � �������������� ��� ���

�� � ���� � ���� � ������� ������ 

������������������������������������������

����������������������������������������

� ���� � ������ � ����������������������������

������������������ ��������� � ���� � ��������

����������������������������� � ���������� � �

����������������������� ������������ �������������

�� � ����� ��������� ������ � ������������������

��������������������������� ����� ���������� 

������������������� ������������� ����������� � �� ����

������� � �� ����������� � �� ����������� � �� �������� ������

��������������� � �� ������� � �� ������� � �� ������� �

�� ���� �������� ������������� ����������� � � �������� ��

����������������� ����������� � � �������� ����� 

 �������� ��� ������� � ����������������������

������������� � �������������������� � �����

������������������������  

������ ������� ���������������� ������ �����������

����������� ��� ������������������������ ���

�������������� �������� ��� ��� � �������������

����������������������������������������

� ��� �������������������������������������� 
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�����������の������の�� 

－wavelet ����������������－ 
�� �� 1）�� �� 1）�� � 1）�� ��� 1）�� � 2）  

���������������� 1）�������������� 2）  
 

key word：  wavelet ��，��，�����  
 
[���� ] �����  (�� TS) �，����と����が��  (Posner, et al., 1995)，
��の����������������TS �������  (�� MG)，���  (��

LG)，����  (�� SOL) ��������の���，��������������

�����，����の����� 3 �の��の��が�������が，���の��

�の�����������wavelet �����������������，�����

�������，���������������の����の����の��が���

����������，wavelet ��������������，���の TS3 �の��

����の����������と���と���  
[�� ] ������ 16 名  (���� 25.4±2.0 歳 ) ���������，�������

���，������の������，������������  
[�� ] �題���，10m の����と����������の MG，LG，SOL と�，�

��の����，����� EMG ����  (�������� ) ����������

�����，12.5～200Hz と�，�  (12.5～60Hz)，�  (61～120Hz)，�����  (121
～200Hz) ������1 ������� 100%と�，��� 10%�との������，�

�������の���������  (��%��� ) �����の 5 ��������，

�����������と����������，������の 3 ��の%���の�

����と� Steel-Dwass ����������，����� 5%��と���  
[�� ] ���の%����，���� 0～10%の�������，SOL が LG ��，��

�����，SOL が MG と LG �����������10～30%の���������，

MG と SOL が LG ��，�������，MG が LG ��������90～100%の��

�����，SOL が MG と LG ��������  
[�� ] �������������Type�，�a，�b ��の�������  (���，

1982)����の����，���� 0～10%��，SOL の Type���a ��が，10～30%
��，MG の Type���a��b ��と SOL の Type���a ��が��������と

が�����90～100%��，SOL の Type���が������，����������

����������が������Johnson (1973) �，��������� TS3 �の

������������が，���の��，�����������と�����とが

���������，��の����の�����が�������，��が������  

演題番号 69 
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学会長 

久保 高行 

(日域整形外科ｸﾘﾆｯｸ) 

副学会長 

沖政 祐亮 

(和光整形外科ｸﾘﾆｯｸ) 

会場運営部 部長 

松田 秀之 

（西広島ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院）

準備委員長 

大内田 友規 

(五日市記念病院) 

事務部 部長 

佐藤 誠亮 

(和光整形外科ｸﾘﾆｯｸ) 

福利厚生部 部長 

川村 美紀子 

（ｱﾏﾉﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院） 

演題管理部 部長 

水野 雄爾 

(五日市記念病院) 

本部運営担当     佐藤 誠亮（和光整形外科ｸﾘﾆｯｸ） 

財務運営担当     竹本 正三（生協さえき病院） 

総務運営担当     吉岡 政子（生協さえき病院） 

接待担当       濱口 雄平（和光整形外科ｸﾘﾆｯｸ） 

マニュアル担当  福江 亮 （西広島ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院）

大ホール担当    牧野 健二（廿日市記念病院） 
小ホール担当     小林 周平（廿日市記念病院） 

リハーサル室担当  多々納 雄一（五日市記念病院） 

一般受付担当     園田 泰 （西広島ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院）

講師･来賓･座長受付担当 橋本 陽平（西広島ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院）

演者受付担当     有末 伊織（西広島ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院）

総合案内担当     三井 沙由里（西広島ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院）

演題担当      横田 晋一（広島西医療センター） 
抄録担当      黒瀬 雅彦（大野浦病院） 

託児室担当  吉村 健 （大野浦病院） 

公益事業担当  高原 涼子（ｱﾏﾉﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院） 

クローク担当  藤田 祥子（ｱﾏﾉﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院） 

会場外誘導担当  大津 恭孝（あまのクリニック） 

懇親会担当   松村 美映（大野浦病院）  

副学会長 

仲地 本昭 

(生協さえき病院) 

相談役 

山口 雅子 

(広島ﾊﾟｰｸﾋﾙ病院) 

相談役 

関川 清一 

(広島大学大学院) 

第26回中国ブロック理学療法士学会　組織図
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濱  亮 太 

森  千 穂 

脇  菜 穂 子 

福 田  豊 

松 下  彩 

日 山  景 

渡 辺  匠 

中 本  舞 

大 野  純 

中 川  慧 

西 川  準 

赤 松  学 

早 川  実 

高 村  剛 

三 谷  り え 

出 岡  幸 子 

佐 藤  達 則 

前 田  貴 志 

常 田  有 希 

天 田  光 紀 

厚 坊  貴 洋 

野 村  宗 史 

浜 崎  伸 吾 

迫 野  梨 菜 

古 城  弥 生 

松 田  友 紀 

迫 田  健 太 

島 田  大 資 

中 藤  大 輔 

松 本  祥 生 

中 倉  慶 太 

花 田  晶 代 

徳 本  大 輔 

岡 本  奈 美 

天 野  渉 史 

網 本  美 幸 

三 浦  香 澄 

公 文  健 二 

柏 原  昭 博 

高 沖  直 哉 

吉 尾  壮 平 

中 井  宏 幸 

森 田  秀 紀 

五 島  史 歩 

濱 本  典 恵 

伊 藤  温 子 

住 田  龍 一 

向 井  恵 子 

井 場  和 敏 

本 間  智 明 

下 田  喜 子 

豊 永  一 樹 

原 田  友 幸 

中 村  俊 介 

木 村  秀 文 

池 崎  麻 美 

三 上  貴 弘 

田 邊  裕 子 

藤 田  恵 一 

田 村  明 大 

北 風  草 介 

畝 本  健 太 

和 田  直 人 

高 浜  将 典 

鎌 田  新 吾 

能 宗  知 秀 

藤 澤  舞 香 

石 田  愛 理 

濱 田  和 明 

岡 田  泰 示 

鈴 木  耕 太 

文 野  明 子 

原 谷  佳 樹 

五 藤  達 也 

鬮 臺  歩 美 

佐 藤  善 信 

今 泉  正 樹 

坂 村  慶 明 

布 原  史 翔 

藤 高  祐 太 

霜 山  香 織 

久 岡  夏 樹 

中 村  萌 子 

河 崎  光 佑 

宮 崎  達 也 

田 中  啓 子 

伊 達  大 輔 

松 島  鮎 美 

河 村  考 真 

朝 原  巧 介 

武 田  修 治 

池 澤  亮 介 

山 本  恵 子 

小 林  英 利 

久 永  伸 一 

古 川  稚 千 

氏 川  了 介 

山 崎  萌 子 

影 田  博 臣 

浜 崎  伸 吾 

岡 本  和 也 

道 菅  聖 子 

田 村  真 弥 

坂 口  暁 洋

中 川  敬 久 

石 田  芳 信 

尾 方  恵 子 

西 山  健 二 

沖 田  一 彦 

高 橋  哲 也 

伊 藤  祥 史 

岩 崎  政 則 

野 田  健 吾 

木 村  千 春 

鈴 木  美 保 

大 住  亮 介 

上 野  裕 香 

槙 原  伸 一 

松 尾  武 志 

坂 本  勇 樹 

沖 貞  智 美 

滝 口  真 登 

平 岡  一 志 

片 山  一 洋 

長 谷  いずみ 

武田 あかね 

竹本 みゆき 

山 岡  まこと 

永 井  みな子 

宮本 沙弥香 

中條 菜々瀬 

宍戸 健一郎 

久世 菜津美 

内田 聖太郎 

今井 貴久美 

中山 恵美子 

高橋 明日香 

前田 慎太郎 

桑田 麻衣子 

田中 直次郎 

北山 沙千子 

中村 貴美子 

生田 菜々子 

渡邉 菜見子 

小川 健太郎 

佐倉井 紀子 

陣之内 将志 

清水池 冬美 

宇田山 俊子 

越智田 将仁 

井 ノ本  千 沙 

沖 本  強 

ﾅﾝﾀﾎﾞﾝｻ･ﾊﾟﾝﾔ 

（順不同 敬称略） 
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